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機
製
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の
独
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強
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に
、
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献
。

せ
い
　こ
う
　で
ん
　

 

き
　

 

せ
い
　さ
く
　し
ょ

取
引
店
／
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独創技術で
未来を創る!

　
ま
た
、当
社
で
は
２
０
１
６
年
に「
健
康
経
営
宣

言
」を
行
い
、「
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上

げ
、健
康
経
営
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
社
員
の
健
康

保
持
・増
進
の
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、大
学
や
病
院
と
の
共
同
研

究
に
よ
り
健
康
関
連
デ
ー
タ
の
収
集・見
え
る
化
、生

活
習
慣
の
改
善
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
健
康
管
理
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス『

       

ヘ  

ル  

ス       

Ｈｅａ
ｌ
ｔ
ｈ 

     

レ  

ジ  

ャ  

ー     

Ｌｅ
ｄｇ
ｅｒ
』を
開
発・

導
入
し
、社
員
の
健
康
管
理
に
も
役
立
て
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、２
０
２
２
年
に
は
経
済
産
業
省
が
認
定

す
る
健
康
経
営
推
進
企
業「
ホ
ワ
イ
ト
５
０
０
」に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
功

を
奏
し
、こ
の
３
年
間
の
新
卒
採
用
者（
60
名
）の
離

職
者
数
が
ゼ
ロ
と
い
う
快
挙
を
得
ま
し
た
。

　
中
期
経
営
計
画「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ 

Ｉ
Ｃ
２
０
２
６
」を

成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、人
材
育
成
は
最
も
重
要
で

す
。社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る

今
日
、社
員
一
人
ひ
と
り
が
高
い
使
命
感
を
持
ち
、

自
ら
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
、こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル・デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
を
行
い
、「
Ｏｎｅ 

正
興
」の
旗
の
下
、グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
総
合
力
を
発

揮
で
き
る
強
い
組
織
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の
も
の

で
す
。

　
人
材
採
用
に
お
い
て
は
、こ
れ
ま
で
積
極
的
で
は
な

か
っ
た
国
公
立
大
学
の
学
生
の
採
用
を
重
視
し
、ま

た
女
性
社
員
比
率
を
30
％
、外
国
人
社
員
の
比
率

10
％
を
目
標
に
、特
に
情
報（
Ｉ
Ｔ
）関
連
人
材
の
大

幅
な
増
員
を
図
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、非
常
に
優

秀
な
人
材
が
採
用
で
き
て
お
り
、文
系
出
身
者
で

あ
っ
て
も
情
報
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
人
材
育
成
に
お
い
て
は
、新
入
社
員
に
対

し
、20
代
後
半
か
ら
30
代
の
先
輩
社
員
が
指
導
に
当

た
る「
エ
ル
ダ
ー
制
度
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。こ
れ

に
よ
り
き
め
細
か
な
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
、良
い
相
乗
効

果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、指
導
に
当
た
る
先
輩

社
員
は
、当
社
に
お
け
る
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
候
補

で
も
あ
り
ま
す
。新
入
社
員
の
教
育
を
通
し
て
、彼

ら
に
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を
養
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
も
開
発
し
、ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
省

人
化
、自
動
化
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、オ
プ
ト
ロ
ニ
ク
ス（
液
晶
）の
分
野
で
は
、電

源
の
オ
ン
と
オ
フ
で
、透
明
と
白
濁
を
瞬
時
に
切
り

替
え
る
調
光
フ
ィ
ル
ム『
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｆ（
シ
ル
フ
）』の

開
発
・
製
品
化
に
も
成
功
し
、オ
フ
ィ
ス
や
ホ
テ
ル
だ

け
で
な
く
、救
急
車
な
ど
の
車
両
市
場
へ
の
展
開
も

見
据
え
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ

ル
を
実
現
す
る
蓄
電
シ
ス
テ
ム・小
水
力
発
電
シ
ス
テ

ム
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）事

業
な
ど
も
展
開
。今
後
は
、こ
の
強
み
を
最
大
限
に

活
か
し
て
、海
外
で
の
イ
ン
フ
ラ
事
業
の
拡
大
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

 

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
し
て
い
く
に
当
た
り
、大

き
な
課
題
と
な
る
の
が
人
材
で
す
。４
年
ほ
ど
前
か

ら
採
用
や
教
育
の
制
度
を
大
き
く
見
直
し
、グ
ル
ー

プ
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て「
人
材
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、幅
広
い
創
造
性
と
活
力
あ
る
人
材
の
登
用
と
、

1.福岡市博多区の本社を訪問／2.本社1階ロボット
センターを見学／3.古賀工場／4.電力会社向け
監視制御システム／5.公共事業向け上下水道監視
制御システム／6.産業会社向け蓄電システム／7.
健康経営支援システム／8.中堅社員による若手
社員教育／9.10.設計棟／11.企業メッセージ

添田社長

集
中
シ
ス
テ
ム
の
納
入
が
最
初
の
受
注
と
な
り
ま
し

た
。Ｉ
Ｔ（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン・テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
＝

情
報
技
術
）は
、１
９
８
５
年
に
株
式
会
社
日
立
製

作
所
戸
塚
工
場
に
研
修
社
員
21
名
を
派
遣
し
、ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
受
託
を

開
始
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。Ｉｏ
Ｔ（Internet of 

T
hings

＝
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）は
、２
０
０
７

年
に
九
州
電
力
株
式
会
社
の
変
電
所
の
操
作
支
援

シ
ス
テ
ム
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、約
６
０
０
カ
所
に
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。Ａ
Ｉ（
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
カ
ル・イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ス
＝
人
工
知
能
）の
分
野
で
は
、２
０
２
０

年
か
ら
世
界
最
速
・
最
小
最
軽
量
の
ス
マ
ー
ト
カ
メ

ラ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
製
品
化
を
手
掛
け
る
、福
岡

市
に
本
社
を
置
く
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、Ｈ
Ｍ
Ｓ
株
式
会

社
に
出
資
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、主
力
で
あ
る「
電
力
シ
ス
テ
ム
」の
分
野
で

は
電
力
の
安
定
供
給
を
支
え
る
系
統
監
視
制
御
シ

ス
テ
ム
、発
電
所
や
変
電
所
向
け
の
装
置
、遠
隔
設

備
監
視
・
操
作
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
製
品
化
、

「
環
境・再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」の
分
野
で
は
浄
水

場
の
水
処
理
監
視
制
御
設
備
、高
速
道
路
内
の
照

明
、換
気
設
備
に
お
け
る
受
変
電
設
備
な
ど
公
共
性

の
高
い
設
備
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

し
た
。こ
の
計
画
で
は
、売
上
高
や
営
業
利
益
な
ど
、

か
な
り
高
い
目
標
を
設
定
し
て
い
る
の
で
す
が
、目

標
を
高
く
持
つ
こ
と
で
社
員
に
積
極
性
が
生
ま
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
の
た
め
の
方
針
と
し
て
、当

社
が
持
つ
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
社
会
課
題
解

決「
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
」、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル

へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
た「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
」、

そ
し
て
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
発
揮
す
る「
Ｏ
ｎ
ｅ 

正
興
」の
３
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
の
３
つ
を
基
本

方
針
と
し
て
よ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
の
実
現
に

貢
献
す
る「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
」の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
、Ｏ
Ｔ・Ｉ
Ｔ・
プ
ロ
ダ

ク
ト・Ａ
Ｉ
技
術
を
強
み
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
ト
ー
タ

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、組
織
内

外
と
の
協
働
に
よ
り
、新
た
な
技
術
事
業
の
創
出
を

加
速
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、九
州
電
力
の
壱
岐
変
電
所
に

て
、株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、西
日
本
技
術
開
発
株

式
会
社
と
と
も
に
、「
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
を
活
用
し
た
巡

視
点
検
ロ
ボ
ッ
ト
実
証
実
験
」に
着
手
し
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
事
業
で
は
、他
に
も
警
備
ロ
ボ
ッ
ト
や
配
膳

　
電
力・環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
い
て
、情
報
と

制
御
の
独
創
技
術
で
新
製
品・新
事
業
の
創
出
に
取

り
組
み
、環
境
に
や
さ
し
く
安
全
で
快
適
な
社
会
の
イ

ン
フ
ラ
構
築
に
貢
献
す
る
当
社
の
創
業
は
、１
９
２
１

年
。創
業
者・
つ
ち 

や 

な
お 
き 

土
屋
直
幹
が
電
機
製
品
販
売
代
理
事

業
を
営
む『
正
興
商
会
』を
現
在
の
博
多
駅
前
の
地
で

立
ち
上
げ
ま
し
た
。そ
の
後
、１
９
３
０
年
に
は「
株

式
会
社
正
興
商
会
」を
設
立
し
、１
９
３
５
年
に
現
在

の
博
多
区
東
光
に
本
社
を
移
転
。そ
し
て
１
９
６
０

年
に
現
在
の
社
名
で
あ
る「
株
式
会
社
正
興
電
機
製

作
所
」と
な
り
ま
し
た
。「
最
良
の
製
品
・サ
ー
ビ
ス

を
以
て
社
会
に
貢
献
す
」を
社
是
に
、堅
実
な
経
営

と
人
材
育
成
を
基
礎
と
し
て
、時
代
を
拓
く
技
術
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
当
社
の
事
業
は
、電
機
製
品
販
売
代
理
か
ら
始
ま

り
、１
９
２
８
年
か
ら
は
電
機
製
品
の
プ
ロ
ダ
ク
ト（
製

品
製
造
）を
開
始
、配
電
盤・開
閉
器
製
作
等
を
手
掛

け
て
き
ま
し
た
。Ｏ
Ｔ（
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル・テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
＝
制
御・運
用
技
術
）の
導
入
は
か
な
り
早
く
、

１
９
７
３
年
に
九
州
電
力
嘉
穂
制
御
所
に
変
電
所

「
情
報
シ
ス
テ
ム
」分
野
で
は
、自
社
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
。港

湾
関
連
事
業
者
向
け
業
務
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
、健

康
管
理
やｅ
コ
マ
ー
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
確
か
な
実

績
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
一
昨
年
の
２
０
２
１
年
に
、当
社

は
創
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
、新
た
な
ス
タ
ー
ト
と

し
て
２
０
２
２
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
中
期
経
営

計
画「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ 

Ｉ
Ｃ
２
０
２
６
」を
作
成
し
ま

創
業
１
０
０
年
を
迎
え
、 

さ
ら
な
る
成
長
を
目
指
す

Ｏ
Ｔ
・
Ｉ
Ｔ
技
術
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
た 

製
品
開
発
・
サ
ー
ビ
ス
が
強
み 
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立
て
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、２
０
２
２
年
に
は
経
済
産
業
省
が
認
定

す
る
健
康
経
営
推
進
企
業「
ホ
ワ
イ
ト
５
０
０
」に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
功

を
奏
し
、こ
の
３
年
間
の
新
卒
採
用
者（
60
名
）の
離

職
者
数
が
ゼ
ロ
と
い
う
快
挙
を
得
ま
し
た
。

　
中
期
経
営
計
画「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ 

Ｉ
Ｃ
２
０
２
６
」を

成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、人
材
育
成
は
最
も
重
要
で

す
。社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る

今
日
、社
員
一
人
ひ
と
り
が
高
い
使
命
感
を
持
ち
、

自
ら
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
、こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル・デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
を
行
い
、「
Ｏｎｅ 

正
興
」の
旗
の
下
、グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
総
合
力
を
発

揮
で
き
る
強
い
組
織
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の
も
の

で
す
。

　
人
材
採
用
に
お
い
て
は
、こ
れ
ま
で
積
極
的
で
は
な

か
っ
た
国
公
立
大
学
の
学
生
の
採
用
を
重
視
し
、ま

た
女
性
社
員
比
率
を
30
％
、外
国
人
社
員
の
比
率

10
％
を
目
標
に
、特
に
情
報（
Ｉ
Ｔ
）関
連
人
材
の
大

幅
な
増
員
を
図
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、非
常
に
優

秀
な
人
材
が
採
用
で
き
て
お
り
、文
系
出
身
者
で

あ
っ
て
も
情
報
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
人
材
育
成
に
お
い
て
は
、新
入
社
員
に
対

し
、20
代
後
半
か
ら
30
代
の
先
輩
社
員
が
指
導
に
当

た
る「
エ
ル
ダ
ー
制
度
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。こ
れ

に
よ
り
き
め
細
か
な
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
、良
い
相
乗
効

果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、指
導
に
当
た
る
先
輩

社
員
は
、当
社
に
お
け
る
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
候
補

で
も
あ
り
ま
す
。新
入
社
員
の
教
育
を
通
し
て
、彼

ら
に
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を
養
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
も
開
発
し
、ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
省

人
化
、自
動
化
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、オ
プ
ト
ロ
ニ
ク
ス（
液
晶
）の
分
野
で
は
、電

源
の
オ
ン
と
オ
フ
で
、透
明
と
白
濁
を
瞬
時
に
切
り

替
え
る
調
光
フ
ィ
ル
ム『
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｆ（
シ
ル
フ
）』の

開
発
・
製
品
化
に
も
成
功
し
、オ
フ
ィ
ス
や
ホ
テ
ル
だ

け
で
な
く
、救
急
車
な
ど
の
車
両
市
場
へ
の
展
開
も

見
据
え
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ

ル
を
実
現
す
る
蓄
電
シ
ス
テ
ム・小
水
力
発
電
シ
ス
テ

ム
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）事

業
な
ど
も
展
開
。今
後
は
、こ
の
強
み
を
最
大
限
に

活
か
し
て
、海
外
で
の
イ
ン
フ
ラ
事
業
の
拡
大
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

 

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
し
て
い
く
に
当
た
り
、大

き
な
課
題
と
な
る
の
が
人
材
で
す
。４
年
ほ
ど
前
か

ら
採
用
や
教
育
の
制
度
を
大
き
く
見
直
し
、グ
ル
ー

プ
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て「
人
材
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、幅
広
い
創
造
性
と
活
力
あ
る
人
材
の
登
用
と
、

1.福岡市博多区の本社を訪問／2.本社1階ロボット
センターを見学／3.古賀工場／4.電力会社向け
監視制御システム／5.公共事業向け上下水道監視
制御システム／6.産業会社向け蓄電システム／7.
健康経営支援システム／8.中堅社員による若手
社員教育／9.10.設計棟／11.企業メッセージ

添田社長

集
中
シ
ス
テ
ム
の
納
入
が
最
初
の
受
注
と
な
り
ま
し

た
。Ｉ
Ｔ（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン・テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
＝

情
報
技
術
）は
、１
９
８
５
年
に
株
式
会
社
日
立
製

作
所
戸
塚
工
場
に
研
修
社
員
21
名
を
派
遣
し
、ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
受
託
を

開
始
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。Ｉｏ
Ｔ（Internet of 

T
hings

＝
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）は
、２
０
０
７

年
に
九
州
電
力
株
式
会
社
の
変
電
所
の
操
作
支
援

シ
ス
テ
ム
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、約
６
０
０
カ
所
に
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。Ａ
Ｉ（
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
カ
ル・イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ス
＝
人
工
知
能
）の
分
野
で
は
、２
０
２
０

年
か
ら
世
界
最
速
・
最
小
最
軽
量
の
ス
マ
ー
ト
カ
メ

ラ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
製
品
化
を
手
掛
け
る
、福
岡

市
に
本
社
を
置
く
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、Ｈ
Ｍ
Ｓ
株
式
会

社
に
出
資
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、主
力
で
あ
る「
電
力
シ
ス
テ
ム
」の
分
野
で

は
電
力
の
安
定
供
給
を
支
え
る
系
統
監
視
制
御
シ

ス
テ
ム
、発
電
所
や
変
電
所
向
け
の
装
置
、遠
隔
設

備
監
視
・
操
作
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
製
品
化
、

「
環
境・再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」の
分
野
で
は
浄
水

場
の
水
処
理
監
視
制
御
設
備
、高
速
道
路
内
の
照

明
、換
気
設
備
に
お
け
る
受
変
電
設
備
な
ど
公
共
性

の
高
い
設
備
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

し
た
。こ
の
計
画
で
は
、売
上
高
や
営
業
利
益
な
ど
、

か
な
り
高
い
目
標
を
設
定
し
て
い
る
の
で
す
が
、目

標
を
高
く
持
つ
こ
と
で
社
員
に
積
極
性
が
生
ま
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
の
た
め
の
方
針
と
し
て
、当

社
が
持
つ
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
社
会
課
題
解

決「
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
」、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル

へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
た「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
」、

そ
し
て
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
発
揮
す
る「
Ｏ
ｎ
ｅ 

正
興
」の
３
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
の
３
つ
を
基
本

方
針
と
し
て
よ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
の
実
現
に

貢
献
す
る「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
」の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
、Ｏ
Ｔ・Ｉ
Ｔ・
プ
ロ
ダ

ク
ト・Ａ
Ｉ
技
術
を
強
み
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
ト
ー
タ

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、組
織
内

外
と
の
協
働
に
よ
り
、新
た
な
技
術
事
業
の
創
出
を

加
速
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、九
州
電
力
の
壱
岐
変
電
所
に

て
、株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、西
日
本
技
術
開
発
株

式
会
社
と
と
も
に
、「
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
を
活
用
し
た
巡

視
点
検
ロ
ボ
ッ
ト
実
証
実
験
」に
着
手
し
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
事
業
で
は
、他
に
も
警
備
ロ
ボ
ッ
ト
や
配
膳

　
電
力・環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
い
て
、情
報
と

制
御
の
独
創
技
術
で
新
製
品・新
事
業
の
創
出
に
取

り
組
み
、環
境
に
や
さ
し
く
安
全
で
快
適
な
社
会
の
イ

ン
フ
ラ
構
築
に
貢
献
す
る
当
社
の
創
業
は
、１
９
２
１

年
。創
業
者・
つ
ち 

や 

な
お 

き 

土
屋
直
幹
が
電
機
製
品
販
売
代
理
事

業
を
営
む『
正
興
商
会
』を
現
在
の
博
多
駅
前
の
地
で

立
ち
上
げ
ま
し
た
。そ
の
後
、１
９
３
０
年
に
は「
株

式
会
社
正
興
商
会
」を
設
立
し
、１
９
３
５
年
に
現
在

の
博
多
区
東
光
に
本
社
を
移
転
。そ
し
て
１
９
６
０

年
に
現
在
の
社
名
で
あ
る「
株
式
会
社
正
興
電
機
製

作
所
」と
な
り
ま
し
た
。「
最
良
の
製
品
・サ
ー
ビ
ス

を
以
て
社
会
に
貢
献
す
」を
社
是
に
、堅
実
な
経
営

と
人
材
育
成
を
基
礎
と
し
て
、時
代
を
拓
く
技
術
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
当
社
の
事
業
は
、電
機
製
品
販
売
代
理
か
ら
始
ま

り
、１
９
２
８
年
か
ら
は
電
機
製
品
の
プ
ロ
ダ
ク
ト（
製

品
製
造
）を
開
始
、配
電
盤・開
閉
器
製
作
等
を
手
掛

け
て
き
ま
し
た
。Ｏ
Ｔ（
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル・テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
＝
制
御・運
用
技
術
）の
導
入
は
か
な
り
早
く
、

１
９
７
３
年
に
九
州
電
力
嘉
穂
制
御
所
に
変
電
所

「
情
報
シ
ス
テ
ム
」分
野
で
は
、自
社
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
。港

湾
関
連
事
業
者
向
け
業
務
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
、健

康
管
理
やｅ
コ
マ
ー
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
確
か
な
実

績
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
一
昨
年
の
２
０
２
１
年
に
、当
社

は
創
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
、新
た
な
ス
タ
ー
ト
と

し
て
２
０
２
２
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
中
期
経
営

計
画「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ 

Ｉ
Ｃ
２
０
２
６
」を
作
成
し
ま

創
業
１
０
０
年
を
迎
え
、 

さ
ら
な
る
成
長
を
目
指
す

Ｏ
Ｔ
・
Ｉ
Ｔ
技
術
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
た 

製
品
開
発
・
サ
ー
ビ
ス
が
強
み 
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ま
た
、当
社
で
は
２
０
１
６
年
に「
健
康
経
営
宣

言
」を
行
い
、「
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上

げ
、健
康
経
営
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
社
員
の
健
康

保
持
・増
進
の
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、大
学
や
病
院
と
の
共
同
研

究
に
よ
り
健
康
関
連
デ
ー
タ
の
収
集・見
え
る
化
、生

活
習
慣
の
改
善
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
健
康
管
理
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス『

       

ヘ  

ル  

ス       

Ｈｅａ
ｌ
ｔ
ｈ 

     

レ  

ジ  

ャ  

ー     

Ｌｅ
ｄｇ
ｅｒ
』を
開
発・

導
入
し
、社
員
の
健
康
管
理
に
も
役
立
て
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、２
０
２
２
年
に
は
経
済
産
業
省
が
認
定

す
る
健
康
経
営
推
進
企
業「
ホ
ワ
イ
ト
５
０
０
」に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
功

を
奏
し
、こ
の
３
年
間
の
新
卒
採
用
者（
60
名
）の
離

職
者
数
が
ゼ
ロ
と
い
う
快
挙
を
得
ま
し
た
。

　
中
期
経
営
計
画「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ 

Ｉ
Ｃ
２
０
２
６
」を

成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、人
材
育
成
は
最
も
重
要
で

す
。社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る

今
日
、社
員
一
人
ひ
と
り
が
高
い
使
命
感
を
持
ち
、

自
ら
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
、こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル・デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
を
行
い
、「
Ｏｎｅ 

正
興
」の
旗
の
下
、グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
総
合
力
を
発

揮
で
き
る
強
い
組
織
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の
も
の

で
す
。

　
人
材
採
用
に
お
い
て
は
、こ
れ
ま
で
積
極
的
で
は
な

か
っ
た
国
公
立
大
学
の
学
生
の
採
用
を
重
視
し
、ま

た
女
性
社
員
比
率
を
30
％
、外
国
人
社
員
の
比
率

10
％
を
目
標
に
、特
に
情
報（
Ｉ
Ｔ
）関
連
人
材
の
大

幅
な
増
員
を
図
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、非
常
に
優

秀
な
人
材
が
採
用
で
き
て
お
り
、文
系
出
身
者
で

あ
っ
て
も
情
報
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
人
材
育
成
に
お
い
て
は
、新
入
社
員
に
対

し
、20
代
後
半
か
ら
30
代
の
先
輩
社
員
が
指
導
に
当

た
る「
エ
ル
ダ
ー
制
度
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。こ
れ

に
よ
り
き
め
細
か
な
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
、良
い
相
乗
効

果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、指
導
に
当
た
る
先
輩

社
員
は
、当
社
に
お
け
る
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
候
補

で
も
あ
り
ま
す
。新
入
社
員
の
教
育
を
通
し
て
、彼

ら
に
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を
養
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
も
開
発
し
、ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
省

人
化
、自
動
化
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、オ
プ
ト
ロ
ニ
ク
ス（
液
晶
）の
分
野
で
は
、電

源
の
オ
ン
と
オ
フ
で
、透
明
と
白
濁
を
瞬
時
に
切
り

替
え
る
調
光
フ
ィ
ル
ム『
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｆ（
シ
ル
フ
）』の

開
発
・
製
品
化
に
も
成
功
し
、オ
フ
ィ
ス
や
ホ
テ
ル
だ

け
で
な
く
、救
急
車
な
ど
の
車
両
市
場
へ
の
展
開
も

見
据
え
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ

ル
を
実
現
す
る
蓄
電
シ
ス
テ
ム・小
水
力
発
電
シ
ス
テ

ム
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）事

業
な
ど
も
展
開
。今
後
は
、こ
の
強
み
を
最
大
限
に

活
か
し
て
、海
外
で
の
イ
ン
フ
ラ
事
業
の
拡
大
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

 

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
し
て
い
く
に
当
た
り
、大

き
な
課
題
と
な
る
の
が
人
材
で
す
。４
年
ほ
ど
前
か

ら
採
用
や
教
育
の
制
度
を
大
き
く
見
直
し
、グ
ル
ー

プ
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て「
人
材
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、幅
広
い
創
造
性
と
活
力
あ
る
人
材
の
登
用
と
、

女
性
、外
国
人
の
採
用
増

エ
ル
ダ
ー
制
度
で
人
材
教
育
が
充
実
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集
中
シ
ス
テ
ム
の
納
入
が
最
初
の
受
注
と
な
り
ま
し

た
。Ｉ
Ｔ（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン・テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
＝

情
報
技
術
）は
、１
９
８
５
年
に
株
式
会
社
日
立
製

作
所
戸
塚
工
場
に
研
修
社
員
21
名
を
派
遣
し
、ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
受
託
を

開
始
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。Ｉｏ
Ｔ（Internet of 

T
hings

＝
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）は
、２
０
０
７

年
に
九
州
電
力
株
式
会
社
の
変
電
所
の
操
作
支
援

シ
ス
テ
ム
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、約
６
０
０
カ
所
に
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。Ａ
Ｉ（
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
カ
ル・イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ス
＝
人
工
知
能
）の
分
野
で
は
、２
０
２
０

年
か
ら
世
界
最
速
・
最
小
最
軽
量
の
ス
マ
ー
ト
カ
メ

ラ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
製
品
化
を
手
掛
け
る
、福
岡

市
に
本
社
を
置
く
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、Ｈ
Ｍ
Ｓ
株
式
会

社
に
出
資
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、主
力
で
あ
る「
電
力
シ
ス
テ
ム
」の
分
野
で

は
電
力
の
安
定
供
給
を
支
え
る
系
統
監
視
制
御
シ

ス
テ
ム
、発
電
所
や
変
電
所
向
け
の
装
置
、遠
隔
設

備
監
視
・
操
作
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
製
品
化
、

「
環
境・再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」の
分
野
で
は
浄
水

場
の
水
処
理
監
視
制
御
設
備
、高
速
道
路
内
の
照

明
、換
気
設
備
に
お
け
る
受
変
電
設
備
な
ど
公
共
性

の
高
い
設
備
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

し
た
。こ
の
計
画
で
は
、売
上
高
や
営
業
利
益
な
ど
、

か
な
り
高
い
目
標
を
設
定
し
て
い
る
の
で
す
が
、目

標
を
高
く
持
つ
こ
と
で
社
員
に
積
極
性
が
生
ま
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
の
た
め
の
方
針
と
し
て
、当

社
が
持
つ
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
社
会
課
題
解

決「
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
」、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル

へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
た「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
」、

そ
し
て
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
発
揮
す
る「
Ｏ
ｎ
ｅ 

正
興
」の
３
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
の
３
つ
を
基
本

方
針
と
し
て
よ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
の
実
現
に

貢
献
す
る「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
」の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
、Ｏ
Ｔ・Ｉ
Ｔ・
プ
ロ
ダ

ク
ト・Ａ
Ｉ
技
術
を
強
み
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
ト
ー
タ

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、組
織
内

外
と
の
協
働
に
よ
り
、新
た
な
技
術
事
業
の
創
出
を

加
速
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、九
州
電
力
の
壱
岐
変
電
所
に

て
、株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、西
日
本
技
術
開
発
株

式
会
社
と
と
も
に
、「
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
を
活
用
し
た
巡

視
点
検
ロ
ボ
ッ
ト
実
証
実
験
」に
着
手
し
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
事
業
で
は
、他
に
も
警
備
ロ
ボ
ッ
ト
や
配
膳

　
電
力・環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
い
て
、情
報
と

制
御
の
独
創
技
術
で
新
製
品・新
事
業
の
創
出
に
取

り
組
み
、環
境
に
や
さ
し
く
安
全
で
快
適
な
社
会
の
イ

ン
フ
ラ
構
築
に
貢
献
す
る
当
社
の
創
業
は
、１
９
２
１

年
。創
業
者・
つ
ち 

や 

な
お 

き 

土
屋
直
幹
が
電
機
製
品
販
売
代
理
事

業
を
営
む『
正
興
商
会
』を
現
在
の
博
多
駅
前
の
地
で

立
ち
上
げ
ま
し
た
。そ
の
後
、１
９
３
０
年
に
は「
株

式
会
社
正
興
商
会
」を
設
立
し
、１
９
３
５
年
に
現
在

の
博
多
区
東
光
に
本
社
を
移
転
。そ
し
て
１
９
６
０

年
に
現
在
の
社
名
で
あ
る「
株
式
会
社
正
興
電
機
製

作
所
」と
な
り
ま
し
た
。「
最
良
の
製
品
・サ
ー
ビ
ス

を
以
て
社
会
に
貢
献
す
」を
社
是
に
、堅
実
な
経
営

と
人
材
育
成
を
基
礎
と
し
て
、時
代
を
拓
く
技
術
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
当
社
の
事
業
は
、電
機
製
品
販
売
代
理
か
ら
始
ま

り
、１
９
２
８
年
か
ら
は
電
機
製
品
の
プ
ロ
ダ
ク
ト（
製

品
製
造
）を
開
始
、配
電
盤・開
閉
器
製
作
等
を
手
掛

け
て
き
ま
し
た
。Ｏ
Ｔ（
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル・テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
＝
制
御・運
用
技
術
）の
導
入
は
か
な
り
早
く
、

１
９
７
３
年
に
九
州
電
力
嘉
穂
制
御
所
に
変
電
所

「
情
報
シ
ス
テ
ム
」分
野
で
は
、自
社
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
。港

湾
関
連
事
業
者
向
け
業
務
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
、健

康
管
理
やｅ
コ
マ
ー
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
確
か
な
実

績
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
一
昨
年
の
２
０
２
１
年
に
、当
社

は
創
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
、新
た
な
ス
タ
ー
ト
と

し
て
２
０
２
２
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
中
期
経
営

計
画「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ 

Ｉ
Ｃ
２
０
２
６
」を
作
成
し
ま

インタビューを終えて
福岡銀行　取締役頭取　 五島 久

　当社は、事業の中心である発電所・変電所の配電制御システムの分野で、
長年電力の安定供給を支えてこられました。水道や高速道路などの公共分野、
産業分野といった環境エネルギー部門でも、高い安全性と信頼性を背景に
実績を積み重ねておられます。
　また、「人材戦略プロジェクト」や「健康経営プロジェクト」など、社員の育成
や働く環境の改善にも積極的に取り組まれ、新卒離職者ゼロという快挙を成し
遂げられました。こうした人材戦略が、国内外の幅広いネットワークと確かな
技術を有する当社を更なる高みへ導くものと考えます。
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ま
た
、当
社
で
は
２
０
１
６
年
に「
健
康
経
営
宣

言
」を
行
い
、「
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上

げ
、健
康
経
営
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
社
員
の
健
康

保
持
・増
進
の
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、大
学
や
病
院
と
の
共
同
研

究
に
よ
り
健
康
関
連
デ
ー
タ
の
収
集・見
え
る
化
、生

活
習
慣
の
改
善
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
健
康
管
理
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス『

       

ヘ  

ル  

ス       

Ｈｅａ
ｌ
ｔ
ｈ 

     

レ  

ジ  

ャ  

ー     

Ｌｅ
ｄｇ
ｅｒ
』を
開
発・

導
入
し
、社
員
の
健
康
管
理
に
も
役
立
て
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、２
０
２
２
年
に
は
経
済
産
業
省
が
認
定

す
る
健
康
経
営
推
進
企
業「
ホ
ワ
イ
ト
５
０
０
」に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
功

を
奏
し
、こ
の
３
年
間
の
新
卒
採
用
者（
60
名
）の
離

職
者
数
が
ゼ
ロ
と
い
う
快
挙
を
得
ま
し
た
。

　
中
期
経
営
計
画「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ 

Ｉ
Ｃ
２
０
２
６
」を

成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、人
材
育
成
は
最
も
重
要
で

す
。社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る

今
日
、社
員
一
人
ひ
と
り
が
高
い
使
命
感
を
持
ち
、

自
ら
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
、こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル・デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
を
行
い
、「
Ｏｎｅ 

正
興
」の
旗
の
下
、グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
総
合
力
を
発

揮
で
き
る
強
い
組
織
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の
も
の

で
す
。

　
人
材
採
用
に
お
い
て
は
、こ
れ
ま
で
積
極
的
で
は
な

か
っ
た
国
公
立
大
学
の
学
生
の
採
用
を
重
視
し
、ま

た
女
性
社
員
比
率
を
30
％
、外
国
人
社
員
の
比
率

10
％
を
目
標
に
、特
に
情
報（
Ｉ
Ｔ
）関
連
人
材
の
大

幅
な
増
員
を
図
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、非
常
に
優

秀
な
人
材
が
採
用
で
き
て
お
り
、文
系
出
身
者
で

あ
っ
て
も
情
報
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
人
材
育
成
に
お
い
て
は
、新
入
社
員
に
対

し
、20
代
後
半
か
ら
30
代
の
先
輩
社
員
が
指
導
に
当

た
る「
エ
ル
ダ
ー
制
度
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。こ
れ

に
よ
り
き
め
細
か
な
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
、良
い
相
乗
効

果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、指
導
に
当
た
る
先
輩

社
員
は
、当
社
に
お
け
る
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
候
補

で
も
あ
り
ま
す
。新
入
社
員
の
教
育
を
通
し
て
、彼

ら
に
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を
養
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
も
開
発
し
、ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
省

人
化
、自
動
化
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、オ
プ
ト
ロ
ニ
ク
ス（
液
晶
）の
分
野
で
は
、電

源
の
オ
ン
と
オ
フ
で
、透
明
と
白
濁
を
瞬
時
に
切
り

替
え
る
調
光
フ
ィ
ル
ム『
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｆ（
シ
ル
フ
）』の

開
発
・
製
品
化
に
も
成
功
し
、オ
フ
ィ
ス
や
ホ
テ
ル
だ

け
で
な
く
、救
急
車
な
ど
の
車
両
市
場
へ
の
展
開
も

見
据
え
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ

ル
を
実
現
す
る
蓄
電
シ
ス
テ
ム・小
水
力
発
電
シ
ス
テ

ム
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）事

業
な
ど
も
展
開
。今
後
は
、こ
の
強
み
を
最
大
限
に

活
か
し
て
、海
外
で
の
イ
ン
フ
ラ
事
業
の
拡
大
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

 

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
し
て
い
く
に
当
た
り
、大

き
な
課
題
と
な
る
の
が
人
材
で
す
。４
年
ほ
ど
前
か

ら
採
用
や
教
育
の
制
度
を
大
き
く
見
直
し
、グ
ル
ー

プ
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て「
人
材
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、幅
広
い
創
造
性
と
活
力
あ
る
人
材
の
登
用
と
、

女
性
、外
国
人
の
採
用
増

エ
ル
ダ
ー
制
度
で
人
材
教
育
が
充
実
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集
中
シ
ス
テ
ム
の
納
入
が
最
初
の
受
注
と
な
り
ま
し

た
。Ｉ
Ｔ（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン・テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
＝

情
報
技
術
）は
、１
９
８
５
年
に
株
式
会
社
日
立
製

作
所
戸
塚
工
場
に
研
修
社
員
21
名
を
派
遣
し
、ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
受
託
を

開
始
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。Ｉｏ
Ｔ（Internet of 

T
hings

＝
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）は
、２
０
０
７

年
に
九
州
電
力
株
式
会
社
の
変
電
所
の
操
作
支
援

シ
ス
テ
ム
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、約
６
０
０
カ
所
に
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。Ａ
Ｉ（
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
カ
ル・イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ス
＝
人
工
知
能
）の
分
野
で
は
、２
０
２
０

年
か
ら
世
界
最
速
・
最
小
最
軽
量
の
ス
マ
ー
ト
カ
メ

ラ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
製
品
化
を
手
掛
け
る
、福
岡

市
に
本
社
を
置
く
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、Ｈ
Ｍ
Ｓ
株
式
会

社
に
出
資
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、主
力
で
あ
る「
電
力
シ
ス
テ
ム
」の
分
野
で

は
電
力
の
安
定
供
給
を
支
え
る
系
統
監
視
制
御
シ

ス
テ
ム
、発
電
所
や
変
電
所
向
け
の
装
置
、遠
隔
設

備
監
視
・
操
作
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
製
品
化
、

「
環
境・再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」の
分
野
で
は
浄
水

場
の
水
処
理
監
視
制
御
設
備
、高
速
道
路
内
の
照

明
、換
気
設
備
に
お
け
る
受
変
電
設
備
な
ど
公
共
性

の
高
い
設
備
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

し
た
。こ
の
計
画
で
は
、売
上
高
や
営
業
利
益
な
ど
、

か
な
り
高
い
目
標
を
設
定
し
て
い
る
の
で
す
が
、目

標
を
高
く
持
つ
こ
と
で
社
員
に
積
極
性
が
生
ま
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
の
た
め
の
方
針
と
し
て
、当

社
が
持
つ
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
社
会
課
題
解

決「
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
」、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル

へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
た「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
」、

そ
し
て
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
発
揮
す
る「
Ｏ
ｎ
ｅ 

正
興
」の
３
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
の
３
つ
を
基
本

方
針
と
し
て
よ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
の
実
現
に

貢
献
す
る「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
」の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
、Ｏ
Ｔ・Ｉ
Ｔ・
プ
ロ
ダ

ク
ト・Ａ
Ｉ
技
術
を
強
み
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
ト
ー
タ

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、組
織
内

外
と
の
協
働
に
よ
り
、新
た
な
技
術
事
業
の
創
出
を

加
速
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、九
州
電
力
の
壱
岐
変
電
所
に

て
、株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、西
日
本
技
術
開
発
株

式
会
社
と
と
も
に
、「
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
を
活
用
し
た
巡

視
点
検
ロ
ボ
ッ
ト
実
証
実
験
」に
着
手
し
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
事
業
で
は
、他
に
も
警
備
ロ
ボ
ッ
ト
や
配
膳

　
電
力・環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
い
て
、情
報
と

制
御
の
独
創
技
術
で
新
製
品・新
事
業
の
創
出
に
取

り
組
み
、環
境
に
や
さ
し
く
安
全
で
快
適
な
社
会
の
イ

ン
フ
ラ
構
築
に
貢
献
す
る
当
社
の
創
業
は
、１
９
２
１

年
。創
業
者・
つ
ち 

や 

な
お 

き 

土
屋
直
幹
が
電
機
製
品
販
売
代
理
事

業
を
営
む『
正
興
商
会
』を
現
在
の
博
多
駅
前
の
地
で

立
ち
上
げ
ま
し
た
。そ
の
後
、１
９
３
０
年
に
は「
株

式
会
社
正
興
商
会
」を
設
立
し
、１
９
３
５
年
に
現
在

の
博
多
区
東
光
に
本
社
を
移
転
。そ
し
て
１
９
６
０

年
に
現
在
の
社
名
で
あ
る「
株
式
会
社
正
興
電
機
製

作
所
」と
な
り
ま
し
た
。「
最
良
の
製
品
・サ
ー
ビ
ス

を
以
て
社
会
に
貢
献
す
」を
社
是
に
、堅
実
な
経
営

と
人
材
育
成
を
基
礎
と
し
て
、時
代
を
拓
く
技
術
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
当
社
の
事
業
は
、電
機
製
品
販
売
代
理
か
ら
始
ま

り
、１
９
２
８
年
か
ら
は
電
機
製
品
の
プ
ロ
ダ
ク
ト（
製

品
製
造
）を
開
始
、配
電
盤・開
閉
器
製
作
等
を
手
掛

け
て
き
ま
し
た
。Ｏ
Ｔ（
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル・テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
＝
制
御・運
用
技
術
）の
導
入
は
か
な
り
早
く
、

１
９
７
３
年
に
九
州
電
力
嘉
穂
制
御
所
に
変
電
所

「
情
報
シ
ス
テ
ム
」分
野
で
は
、自
社
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
。港

湾
関
連
事
業
者
向
け
業
務
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
、健

康
管
理
やｅ
コ
マ
ー
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
確
か
な
実

績
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
一
昨
年
の
２
０
２
１
年
に
、当
社

は
創
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
、新
た
な
ス
タ
ー
ト
と

し
て
２
０
２
２
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
中
期
経
営

計
画「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ 

Ｉ
Ｃ
２
０
２
６
」を
作
成
し
ま

インタビューを終えて
福岡銀行　取締役頭取　 五島 久

　当社は、事業の中心である発電所・変電所の配電制御システムの分野で、
長年電力の安定供給を支えてこられました。水道や高速道路などの公共分野、
産業分野といった環境エネルギー部門でも、高い安全性と信頼性を背景に
実績を積み重ねておられます。
　また、「人材戦略プロジェクト」や「健康経営プロジェクト」など、社員の育成
や働く環境の改善にも積極的に取り組まれ、新卒離職者ゼロという快挙を成し
遂げられました。こうした人材戦略が、国内外の幅広いネットワークと確かな
技術を有する当社を更なる高みへ導くものと考えます。
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工場前（左から大城社長、山川会長、野村頭取）工場前（左から大城社長、山川会長、野村頭取）

希
少
性
と
有
用
性
の
高
い
化
石
サ
ン
ゴ
。

エコロ
ジ
カ
ル
な
天
然
素
材
で

多
分
野
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
。

コ
ー
ラ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

株
式
会
社

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

健
軍
支
店

大
城 

綾
子 

氏

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
会
長

山
川 

朝
源 

氏

お 

お
　  し 

ろ
　
　  あ 

や
　
　こ

や 

ま
　  か 

わ
　
　  ち
ょ
う
　 げ 

ん

■会社概要
会社ホームページは
こちらからどうぞ！創業：1973年／設立：1977年／所在地：熊本県

上益城郡甲佐町（九州支社）、沖縄県八重山郡
与那国町（本社）／資本金：4,500万円／従業員：
29名／事業内容：総合ミネラル化石サンゴ関連
商品（食品・ろ過材・飼料・肥料・壁材）の製造
および採掘事業／事業拠点：本社、本店（沖縄県
石垣市）、那覇支社、九州支社、東京営業所
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私・大
城
の
出
身
地
で
あ
る
熊
本
県
上
益
城
郡
甲
佐

町
に
工
場
を
新
設
し
ま
し
た
。熊
本
県
庁
で
熊
本
県

企
業
立
地
課
と
甲
佐
町
役
場
、コ
ー
ラ
ル
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
三
者
に
て
、熊
本
工
場
の
新
設
に
伴
う

調
印
式
を
執
り
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
食
品
製
造
も
お
こ
な
う
熊
本
工
場
で
は
、無
菌
作

業
室
も
完
備
し
て
お
り
、食
品
安
全
シ
ス
テ
ム
認
証

の「
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０
」、原
料
の
受
け
入
れ
か

ら
最
終
製
品
の
出
荷
に
至
る
ま
で
の
全
工
程
に
お
い

て
適
正
な
製
造
管
理
と
品
質
管
理
が
求
め
ら
れ
る

「
原
材
料
Ｇ
Ｍ
Ｐ
」、衛
生
管
理
の
国
際
的
な
手
法
と

し
て
義
務
化
さ
れ
て
い
る「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」を
取
得
し

て
、お
客
様
に
安
全
な
商
品
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
、

品
質
管
理
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　「
天
の
利
、地
の
利
、人
の
利
に
。熟
成
を
心
が
け
、

頑
張
っ
て
い
れ
ば
、必
ず
、結
果
が
出
て
く
る
。」と
の

言
葉
を
信
じ
て
、与
那
国
島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
の
可

能
性
を
追
い
続
け
た
結
果
、世
界
に
通
用
す
る
商
材

を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
地
域
に
お
け
る
水

質
改
善
な
ど
、当
社
へ
寄
せ
ら
れ
る
期
待
に
お
応
え

し
な
が
ら
、広
く
社
会
に
貢
献
で
き
る
事
業
活
動
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

恩
返
し
に
繋
げ
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
で
す
。

　
与
那
国
島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、現
在
は
モ
ン
ゴ
ル
、ロ
シ

ア
、リ
ト
ア
ニ
ア
に
自
社
商
品
を
輸
出
、ス
ロ
ベ
ニ
ア
、

イ
ン
ド
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、中
国
、ベ
ト
ナ
ム
他
数
ヵ

国
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト
パ
ウ
ダ
ー
の
原
料
等
を
輸
出
し

て
お
り
、世
界
各
国
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
与
那

国
島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
に
は
販
路
拡
大
の
た
め
、現
社
長
の

か
か
わ
る
サ
ン
ゴ
を
見
て
良
質
な
ミ
ネ
ラ
ル
が
含
ま

れ
て
い
る
と
い
う
自
信
を
深
め
ま
し
た
。

　
１
９
９
９
年
８
月
に
ア
メ
リ
カ
の
ワ
ー
ル
ド
ラ
イ

フ
リ
サ
ー
チ
研
究
所（W

orld Life R
esearch 

Institute

）の
所
長
で
あ
っ
た
ブ
ル
ー
ス・Ｗ・ハ
ル
ス

テ
ッ
ド
医
学
博
士
の
著
書
で
与
那
国
島
産
の
化
石
サ

ン
ゴ
に
含
ま
れ
る
成
分
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、

海
外
か
ら
の
需
要
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
海
外
と
の
取
引
が
活
発
化
し
た
２
０
０
６
年
に

「
コ
ー
ラ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
」へ
と

社
名
を
変
更
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
向
け
た
事
業
の
展

開
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、酪
農
学
園
大
学
の 

こ 

い
わ
ま
さ
て
る

小
岩
政
照
教
授
の
協
力

で
、２
０
０
９
年
４
月
に
は
マ
イ
コ
ト
キ
シ
ン
、カ
ビ
毒

吸
着
に
よ
る
特
許
を
取
得
。２
０
１
０
年
10
月
に
は

乳
熱
予
防
の
特
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
豊
富
な
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
む
与
那
国
島
特
有
の
化

石
サ
ン
ゴ
を
差
別
化
す
る
た
め
に
名
称
を「
与
那
国

島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
」に
変
更
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は

与
那
国
島
の
資
源
の
価
値
を
高
め
、与
那
国
島
へ
の

山川会長

を
お
こ
な
い
、１
９
７
７
年
に
有
限
会
社
山
川
商
会

を
新
た
に
設
立
。さ
ら
に
、事
業
展
開
の
関
係
で
乗
り

込
ん
だ
与
那
国
島
が
、事
業
経
営
の
大
き
な
転
機
と

な
り
ま
し
た
。

　
与
那
国
島
で
は
、ま
ず
鉱
山
を
確
保
し
て
鉱
業
権

を
所
有
す
る
た
め
に
、地
元
の
有
志
へ
の
交
渉
を
始

め
ま
し
た
。「
単
な
る
金
儲
け
で
与
那
国
島
へ
入
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、島
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
た
い
」

と
い
う
熱
意
を
も
っ
て
率
直
な
気
持
ち
を
伝
え
続
け

た
結
果
、よ
う
や
く
与
那
国
島
で
の
第
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、い
ざ
採
掘
を
始
め
る
と
、石
垣
島
の
石

灰
岩
に
く
ら
べ
て
比
重
が
小
さ
く
、圧
縮
強
度
が
弱

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。見
た
目
も
石
灰
岩
と
い

う
よ
り
、サ
ン
ゴ
の
化
石
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
し
た
。

こ
れ
で
は
建
設
資
材
と
し
て
は
使
え
な
い
、ま
っ
た
く

予
想
外
の
展
開
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、雨
の
中
を
歩
い
て
い
た
時
、あ
る
光
景

が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。降
っ
た
雨
が
道
路

に
し
み
こ
み
、基
礎
材
に
使
用
し
た
サ
ン
ゴ
が
溶
け
、

を
始
め
、マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、ケ
イ
素
、鉄
、リ
ン
、ナ
ト
リ

ウ
ム
、カ
リ
ウ
ム
、マ
ン
ガ
ン
、亜
鉛
、銅
等
70
余
種
類

も
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。１
９
８
９
年
に
与
那
国
島
の
化
石
サ
ン
ゴ
に
出

会
い
、商
品
開
発
を
始
め
て
か
ら
12
年
の
歳
月
が
経

過
し
た
時
の
こ
と
で
す
。

　
様
々
な
検
査
の
結
果
、植
物
育
成
に
必
要
な
ミ
ネ

ラ
ル
を
豊
富
に
含
む
と
同
時
に
多
孔
質
に
よ
る
保
水

力
、保
肥
力
、通
気
性
で
循
環
型
の
有
機
的
な
土
壌

に
転
換
す
る
性
質
が
あ
る
こ
と
が
研
究
で
判
明
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、重
金
属
イ
オ
ン
等
有
害
物
質
吸
着
や
土

壌
pH
を
矯
正
す
る
役
割
も
果
た
す
こ
と
が
わ
か
り
、

特
有
の
性
質
を
活
か
し
て
水
質
改
善
ろ
過
材
、家
畜

飼
料
、肥
料
や
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト・シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群

対
策
用
の
壁
材
と
し
て
も
商
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

化
学
的
に
手
を
加
え
な
い
天
然
成
分
１
０
０
%
と
い

う
特
色
か
ら
、健
康
食
品
、化
粧
品
に
も
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
頃
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

沿
岸
の
世
界
最
大
の
サ
ン
ゴ
礁
で
あ
る
グ
レ
ー
ト
バ

リ
ア
リ
ー
フ
の
特
集
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。サ
ン
ゴ
礁
を
中
心
に
多
く
の
生
命
が
誕
生
、命
の

営
み
の
リ
レ
ー
が
育
ま
れ
て
お
り
、生
態
系
に
深
く

　
日
本
最
西
端
の
島・与
那
国
島
の
化
石
サ
ン
ゴ
を
使

用
し
た
商
材
を
取
り
扱
う
当
社
の
創
業
は
１
９
７
３

年
。良
質
な
ミ
ネ
ラ
ル
70
余
種
類
を
含
む
化
石
サ
ン

ゴ
を
原
料
に
し
た
健
康
食
品
、水
質
改
善
用
ろ
過
材
、

家
畜
飼
料
、肥
料
を
国
内
外
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
創
業
者
で
現
会
長
の
私
は
、高
校
を
卒
業
後
、沖

縄
県
公
務
員
資
格
を
取
得
し
て
多
良
間
島
村
役
場

で
勤
め
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
石
垣
島
に
移
住
、地
元

の
海
運
会
社
に
10
年
勤
め
、仕
事
で
得
た
経
験
と
人

脈
を
も
と
に
独
立
し
、一
般
貨
物
運
送
会
社
を
設
立

し
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
の
運
送
会
社
で
は
コ
ン
テ
ナ
も
使
わ
れ
て

お
ら
ず
、公
共
以
外
の
荷
物
に
は
保
険
が
か
け
ら
れ

な
い
の
が
一
般
的
だ
っ
た
た
め
、天
災
に
よ
る
水
濡

れ
、破
損
が
発
生
す
る
と
す
べ
て
の
責
任
を
負
う
事

態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
私
は
、生
鮮
品
の
よ
う
に
腐
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
な
い
商
品
を
取
り
扱
う
事
業
へ
の
転
換
を
考

え
、友
人
に
運
送
会
社
を
譲
り
、建
設
資
材
と
な
る

石
灰
岩
の
鉱
山
採
掘
事
業
へ
の
参
入
を
決
め
ま
し

た
。資
格
を
取
得
し
て
鉱
業
権
を
得
る
た
め
の
申
請

田
ん
ぼ
に
流
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
も
そ
の
付
近
の
稲

の
生
育
が
い
い
、サ
ン
ゴ
の
中
の
何
か
が
、稲
の
発
育

に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。建
設
資
材
と

し
て
使
用
で
き
な
く
と
も
、与
那
国
島
の
サ
ン
ゴ
特

有
の
活
用
法
が
あ
る
は
ず
。そ
こ
か
ら
、琉
球
大
学
、

北
里
大
学
、大
阪
大
学
、京
都
大
学
、酪
農
学
園
大

学
、日
本
分
析
セ
ン
タ
ー
等
に
協
力
し
て
も
ら
い
、サ

ン
ゴ
の
研
究
に
長
年
を
費
や
し
て
き
ま
し
た
。

　
検
査
機
関
に
分
析
を
依
頼
す
る
と
、カ
ル
シ
ウ
ム

稲
の
生
育
ぶ
り
が
教
え
て
く
れ
た

与
那
国
島
の
化
石
サ
ン
ゴ
の
可
能
性

化
石
サ
ン
ゴ
の
成
分
研
究
で

良
質
な
ミ
ネ
ラ
ル
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明

海
運
お
よ
び
陸
運
事
業
を
経
て

鉱
業
権
を
取
得

コーラルインターナショナル 株式会社Top  I nt e r v ie w

良質なミネラルを含んだ
与那国島産の
化石サンゴ商品を
提供します!

1.対談風景／2.3.無菌作業室を見学／4.不純物を
取り除いた化石サンゴの充填作業／5.海外へ輸出
する商品を保管する倉庫／6.7.倉庫内には大量の
化石サンゴが保管されている／8.与那国島産の
化石サンゴ／9.化石サンゴを使用した商品はホー
ムページで購入可能／10.「FSSC22000」、
「ISO22000」の登録証／11.企業メッセージ
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私・大
城
の
出
身
地
で
あ
る
熊
本
県
上
益
城
郡
甲
佐

町
に
工
場
を
新
設
し
ま
し
た
。熊
本
県
庁
で
熊
本
県

企
業
立
地
課
と
甲
佐
町
役
場
、コ
ー
ラ
ル
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
三
者
に
て
、熊
本
工
場
の
新
設
に
伴
う

調
印
式
を
執
り
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
食
品
製
造
も
お
こ
な
う
熊
本
工
場
で
は
、無
菌
作

業
室
も
完
備
し
て
お
り
、食
品
安
全
シ
ス
テ
ム
認
証

の「
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０
」、原
料
の
受
け
入
れ
か

ら
最
終
製
品
の
出
荷
に
至
る
ま
で
の
全
工
程
に
お
い

て
適
正
な
製
造
管
理
と
品
質
管
理
が
求
め
ら
れ
る

「
原
材
料
Ｇ
Ｍ
Ｐ
」、衛
生
管
理
の
国
際
的
な
手
法
と

し
て
義
務
化
さ
れ
て
い
る「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」を
取
得
し

て
、お
客
様
に
安
全
な
商
品
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
、

品
質
管
理
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　「
天
の
利
、地
の
利
、人
の
利
に
。熟
成
を
心
が
け
、

頑
張
っ
て
い
れ
ば
、必
ず
、結
果
が
出
て
く
る
。」と
の

言
葉
を
信
じ
て
、与
那
国
島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
の
可

能
性
を
追
い
続
け
た
結
果
、世
界
に
通
用
す
る
商
材

を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
地
域
に
お
け
る
水

質
改
善
な
ど
、当
社
へ
寄
せ
ら
れ
る
期
待
に
お
応
え

し
な
が
ら
、広
く
社
会
に
貢
献
で
き
る
事
業
活
動
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

恩
返
し
に
繋
げ
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
で
す
。

　
与
那
国
島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、現
在
は
モ
ン
ゴ
ル
、ロ
シ

ア
、リ
ト
ア
ニ
ア
に
自
社
商
品
を
輸
出
、ス
ロ
ベ
ニ
ア
、

イ
ン
ド
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、中
国
、ベ
ト
ナ
ム
他
数
ヵ

国
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト
パ
ウ
ダ
ー
の
原
料
等
を
輸
出
し

て
お
り
、世
界
各
国
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
与
那

国
島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
に
は
販
路
拡
大
の
た
め
、現
社
長
の

か
か
わ
る
サ
ン
ゴ
を
見
て
良
質
な
ミ
ネ
ラ
ル
が
含
ま

れ
て
い
る
と
い
う
自
信
を
深
め
ま
し
た
。

　
１
９
９
９
年
８
月
に
ア
メ
リ
カ
の
ワ
ー
ル
ド
ラ
イ

フ
リ
サ
ー
チ
研
究
所（W

orld Life R
esearch 

Institute

）の
所
長
で
あ
っ
た
ブ
ル
ー
ス・Ｗ・ハ
ル
ス

テ
ッ
ド
医
学
博
士
の
著
書
で
与
那
国
島
産
の
化
石
サ

ン
ゴ
に
含
ま
れ
る
成
分
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、

海
外
か
ら
の
需
要
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
海
外
と
の
取
引
が
活
発
化
し
た
２
０
０
６
年
に

「
コ
ー
ラ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
」へ
と

社
名
を
変
更
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
向
け
た
事
業
の
展

開
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、酪
農
学
園
大
学
の 

こ 

い
わ
ま
さ
て
る

小
岩
政
照
教
授
の
協
力

で
、２
０
０
９
年
４
月
に
は
マ
イ
コ
ト
キ
シ
ン
、カ
ビ
毒

吸
着
に
よ
る
特
許
を
取
得
。２
０
１
０
年
10
月
に
は

乳
熱
予
防
の
特
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
豊
富
な
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
む
与
那
国
島
特
有
の
化

石
サ
ン
ゴ
を
差
別
化
す
る
た
め
に
名
称
を「
与
那
国

島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
」に
変
更
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は

与
那
国
島
の
資
源
の
価
値
を
高
め
、与
那
国
島
へ
の

山川会長

を
お
こ
な
い
、１
９
７
７
年
に
有
限
会
社
山
川
商
会

を
新
た
に
設
立
。さ
ら
に
、事
業
展
開
の
関
係
で
乗
り

込
ん
だ
与
那
国
島
が
、事
業
経
営
の
大
き
な
転
機
と

な
り
ま
し
た
。

　
与
那
国
島
で
は
、ま
ず
鉱
山
を
確
保
し
て
鉱
業
権

を
所
有
す
る
た
め
に
、地
元
の
有
志
へ
の
交
渉
を
始

め
ま
し
た
。「
単
な
る
金
儲
け
で
与
那
国
島
へ
入
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、島
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
た
い
」

と
い
う
熱
意
を
も
っ
て
率
直
な
気
持
ち
を
伝
え
続
け

た
結
果
、よ
う
や
く
与
那
国
島
で
の
第
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、い
ざ
採
掘
を
始
め
る
と
、石
垣
島
の
石

灰
岩
に
く
ら
べ
て
比
重
が
小
さ
く
、圧
縮
強
度
が
弱

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。見
た
目
も
石
灰
岩
と
い

う
よ
り
、サ
ン
ゴ
の
化
石
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
し
た
。

こ
れ
で
は
建
設
資
材
と
し
て
は
使
え
な
い
、ま
っ
た
く

予
想
外
の
展
開
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、雨
の
中
を
歩
い
て
い
た
時
、あ
る
光
景

が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。降
っ
た
雨
が
道
路

に
し
み
こ
み
、基
礎
材
に
使
用
し
た
サ
ン
ゴ
が
溶
け
、

を
始
め
、マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、ケ
イ
素
、鉄
、リ
ン
、ナ
ト
リ

ウ
ム
、カ
リ
ウ
ム
、マ
ン
ガ
ン
、亜
鉛
、銅
等
70
余
種
類

も
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。１
９
８
９
年
に
与
那
国
島
の
化
石
サ
ン
ゴ
に
出

会
い
、商
品
開
発
を
始
め
て
か
ら
12
年
の
歳
月
が
経

過
し
た
時
の
こ
と
で
す
。

　
様
々
な
検
査
の
結
果
、植
物
育
成
に
必
要
な
ミ
ネ

ラ
ル
を
豊
富
に
含
む
と
同
時
に
多
孔
質
に
よ
る
保
水

力
、保
肥
力
、通
気
性
で
循
環
型
の
有
機
的
な
土
壌

に
転
換
す
る
性
質
が
あ
る
こ
と
が
研
究
で
判
明
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、重
金
属
イ
オ
ン
等
有
害
物
質
吸
着
や
土

壌
pH
を
矯
正
す
る
役
割
も
果
た
す
こ
と
が
わ
か
り
、

特
有
の
性
質
を
活
か
し
て
水
質
改
善
ろ
過
材
、家
畜

飼
料
、肥
料
や
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト・シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群

対
策
用
の
壁
材
と
し
て
も
商
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

化
学
的
に
手
を
加
え
な
い
天
然
成
分
１
０
０
%
と
い

う
特
色
か
ら
、健
康
食
品
、化
粧
品
に
も
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
頃
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

沿
岸
の
世
界
最
大
の
サ
ン
ゴ
礁
で
あ
る
グ
レ
ー
ト
バ

リ
ア
リ
ー
フ
の
特
集
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。サ
ン
ゴ
礁
を
中
心
に
多
く
の
生
命
が
誕
生
、命
の

営
み
の
リ
レ
ー
が
育
ま
れ
て
お
り
、生
態
系
に
深
く

　
日
本
最
西
端
の
島・与
那
国
島
の
化
石
サ
ン
ゴ
を
使

用
し
た
商
材
を
取
り
扱
う
当
社
の
創
業
は
１
９
７
３

年
。良
質
な
ミ
ネ
ラ
ル
70
余
種
類
を
含
む
化
石
サ
ン

ゴ
を
原
料
に
し
た
健
康
食
品
、水
質
改
善
用
ろ
過
材
、

家
畜
飼
料
、肥
料
を
国
内
外
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
創
業
者
で
現
会
長
の
私
は
、高
校
を
卒
業
後
、沖

縄
県
公
務
員
資
格
を
取
得
し
て
多
良
間
島
村
役
場

で
勤
め
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
石
垣
島
に
移
住
、地
元

の
海
運
会
社
に
10
年
勤
め
、仕
事
で
得
た
経
験
と
人

脈
を
も
と
に
独
立
し
、一
般
貨
物
運
送
会
社
を
設
立

し
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
の
運
送
会
社
で
は
コ
ン
テ
ナ
も
使
わ
れ
て

お
ら
ず
、公
共
以
外
の
荷
物
に
は
保
険
が
か
け
ら
れ

な
い
の
が
一
般
的
だ
っ
た
た
め
、天
災
に
よ
る
水
濡

れ
、破
損
が
発
生
す
る
と
す
べ
て
の
責
任
を
負
う
事

態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
私
は
、生
鮮
品
の
よ
う
に
腐
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
な
い
商
品
を
取
り
扱
う
事
業
へ
の
転
換
を
考

え
、友
人
に
運
送
会
社
を
譲
り
、建
設
資
材
と
な
る

石
灰
岩
の
鉱
山
採
掘
事
業
へ
の
参
入
を
決
め
ま
し

た
。資
格
を
取
得
し
て
鉱
業
権
を
得
る
た
め
の
申
請

田
ん
ぼ
に
流
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
も
そ
の
付
近
の
稲

の
生
育
が
い
い
、サ
ン
ゴ
の
中
の
何
か
が
、稲
の
発
育

に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。建
設
資
材
と

し
て
使
用
で
き
な
く
と
も
、与
那
国
島
の
サ
ン
ゴ
特

有
の
活
用
法
が
あ
る
は
ず
。そ
こ
か
ら
、琉
球
大
学
、

北
里
大
学
、大
阪
大
学
、京
都
大
学
、酪
農
学
園
大

学
、日
本
分
析
セ
ン
タ
ー
等
に
協
力
し
て
も
ら
い
、サ

ン
ゴ
の
研
究
に
長
年
を
費
や
し
て
き
ま
し
た
。

　
検
査
機
関
に
分
析
を
依
頼
す
る
と
、カ
ル
シ
ウ
ム

稲
の
生
育
ぶ
り
が
教
え
て
く
れ
た

与
那
国
島
の
化
石
サ
ン
ゴ
の
可
能
性

化
石
サ
ン
ゴ
の
成
分
研
究
で

良
質
な
ミ
ネ
ラ
ル
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明

海
運
お
よ
び
陸
運
事
業
を
経
て

鉱
業
権
を
取
得

コーラルインターナショナル 株式会社Top  I nt e r v ie w

良質なミネラルを含んだ
与那国島産の
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ムページで購入可能／10.「FSSC22000」、
「ISO22000」の登録証／11.企業メッセージ

5

6

3

4

1

2

79

8

11

10
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私・大
城
の
出
身
地
で
あ
る
熊
本
県
上
益
城
郡
甲
佐

町
に
工
場
を
新
設
し
ま
し
た
。熊
本
県
庁
で
熊
本
県

企
業
立
地
課
と
甲
佐
町
役
場
、コ
ー
ラ
ル
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
三
者
に
て
、熊
本
工
場
の
新
設
に
伴
う

調
印
式
を
執
り
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
食
品
製
造
も
お
こ
な
う
熊
本
工
場
で
は
、無
菌
作

業
室
も
完
備
し
て
お
り
、食
品
安
全
シ
ス
テ
ム
認
証

の「
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０
」、原
料
の
受
け
入
れ
か

ら
最
終
製
品
の
出
荷
に
至
る
ま
で
の
全
工
程
に
お
い

て
適
正
な
製
造
管
理
と
品
質
管
理
が
求
め
ら
れ
る

「
原
材
料
Ｇ
Ｍ
Ｐ
」、衛
生
管
理
の
国
際
的
な
手
法
と

し
て
義
務
化
さ
れ
て
い
る「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」を
取
得
し

て
、お
客
様
に
安
全
な
商
品
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
、

品
質
管
理
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　「
天
の
利
、地
の
利
、人
の
利
に
。熟
成
を
心
が
け
、

頑
張
っ
て
い
れ
ば
、必
ず
、結
果
が
出
て
く
る
。」と
の

言
葉
を
信
じ
て
、与
那
国
島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
の
可

能
性
を
追
い
続
け
た
結
果
、世
界
に
通
用
す
る
商
材

を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
地
域
に
お
け
る
水

質
改
善
な
ど
、当
社
へ
寄
せ
ら
れ
る
期
待
に
お
応
え

し
な
が
ら
、広
く
社
会
に
貢
献
で
き
る
事
業
活
動
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

恩
返
し
に
繋
げ
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
で
す
。

　
与
那
国
島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、現
在
は
モ
ン
ゴ
ル
、ロ
シ

ア
、リ
ト
ア
ニ
ア
に
自
社
商
品
を
輸
出
、ス
ロ
ベ
ニ
ア
、

イ
ン
ド
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、中
国
、ベ
ト
ナ
ム
他
数
ヵ

国
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト
パ
ウ
ダ
ー
の
原
料
等
を
輸
出
し

て
お
り
、世
界
各
国
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
与
那

国
島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
に
は
販
路
拡
大
の
た
め
、現
社
長
の

か
か
わ
る
サ
ン
ゴ
を
見
て
良
質
な
ミ
ネ
ラ
ル
が
含
ま

れ
て
い
る
と
い
う
自
信
を
深
め
ま
し
た
。

　
１
９
９
９
年
８
月
に
ア
メ
リ
カ
の
ワ
ー
ル
ド
ラ
イ

フ
リ
サ
ー
チ
研
究
所（W

orld Life R
esearch 

Institute

）の
所
長
で
あ
っ
た
ブ
ル
ー
ス・Ｗ・ハ
ル
ス

テ
ッ
ド
医
学
博
士
の
著
書
で
与
那
国
島
産
の
化
石
サ

ン
ゴ
に
含
ま
れ
る
成
分
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、

海
外
か
ら
の
需
要
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
海
外
と
の
取
引
が
活
発
化
し
た
２
０
０
６
年
に

「
コ
ー
ラ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
」へ
と

社
名
を
変
更
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
向
け
た
事
業
の
展

開
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、酪
農
学
園
大
学
の 

こ 

い
わ
ま
さ
て
る

小
岩
政
照
教
授
の
協
力

で
、２
０
０
９
年
４
月
に
は
マ
イ
コ
ト
キ
シ
ン
、カ
ビ
毒

吸
着
に
よ
る
特
許
を
取
得
。２
０
１
０
年
10
月
に
は

乳
熱
予
防
の
特
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
豊
富
な
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
む
与
那
国
島
特
有
の
化

石
サ
ン
ゴ
を
差
別
化
す
る
た
め
に
名
称
を「
与
那
国

島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
」に
変
更
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は

与
那
国
島
の
資
源
の
価
値
を
高
め
、与
那
国
島
へ
の

さ
ら
な
る
販
路
拡
大
と

地
域
貢
献
に
向
け
て

工
場
を
熊
本
の
地
へ

コーラルインターナショナル 株式会社Top  I nt e r v ie w

ア
メ
リ
カ
の
研
究
結
果
か
ら

海
外
へ
の
需
要
が
拡
大

前列左3人目から大城社長、山川会長、野村頭取、髙野支店長、坂口副支店長（熊本銀行）

大城社長

を
お
こ
な
い
、１
９
７
７
年
に
有
限
会
社
山
川
商
会

を
新
た
に
設
立
。さ
ら
に
、事
業
展
開
の
関
係
で
乗
り

込
ん
だ
与
那
国
島
が
、事
業
経
営
の
大
き
な
転
機
と

な
り
ま
し
た
。

　
与
那
国
島
で
は
、ま
ず
鉱
山
を
確
保
し
て
鉱
業
権

を
所
有
す
る
た
め
に
、地
元
の
有
志
へ
の
交
渉
を
始

め
ま
し
た
。「
単
な
る
金
儲
け
で
与
那
国
島
へ
入
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、島
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
た
い
」

と
い
う
熱
意
を
も
っ
て
率
直
な
気
持
ち
を
伝
え
続
け

た
結
果
、よ
う
や
く
与
那
国
島
で
の
第
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、い
ざ
採
掘
を
始
め
る
と
、石
垣
島
の
石

灰
岩
に
く
ら
べ
て
比
重
が
小
さ
く
、圧
縮
強
度
が
弱

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。見
た
目
も
石
灰
岩
と
い

う
よ
り
、サ
ン
ゴ
の
化
石
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
し
た
。

こ
れ
で
は
建
設
資
材
と
し
て
は
使
え
な
い
、ま
っ
た
く

予
想
外
の
展
開
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、雨
の
中
を
歩
い
て
い
た
時
、あ
る
光
景

が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。降
っ
た
雨
が
道
路

に
し
み
こ
み
、基
礎
材
に
使
用
し
た
サ
ン
ゴ
が
溶
け
、

を
始
め
、マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、ケ
イ
素
、鉄
、リ
ン
、ナ
ト
リ

ウ
ム
、カ
リ
ウ
ム
、マ
ン
ガ
ン
、亜
鉛
、銅
等
70
余
種
類

も
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。１
９
８
９
年
に
与
那
国
島
の
化
石
サ
ン
ゴ
に
出

会
い
、商
品
開
発
を
始
め
て
か
ら
12
年
の
歳
月
が
経

過
し
た
時
の
こ
と
で
す
。

　
様
々
な
検
査
の
結
果
、植
物
育
成
に
必
要
な
ミ
ネ

ラ
ル
を
豊
富
に
含
む
と
同
時
に
多
孔
質
に
よ
る
保
水

力
、保
肥
力
、通
気
性
で
循
環
型
の
有
機
的
な
土
壌

に
転
換
す
る
性
質
が
あ
る
こ
と
が
研
究
で
判
明
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、重
金
属
イ
オ
ン
等
有
害
物
質
吸
着
や
土

壌
pH
を
矯
正
す
る
役
割
も
果
た
す
こ
と
が
わ
か
り
、

特
有
の
性
質
を
活
か
し
て
水
質
改
善
ろ
過
材
、家
畜

飼
料
、肥
料
や
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト・シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群

対
策
用
の
壁
材
と
し
て
も
商
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

化
学
的
に
手
を
加
え
な
い
天
然
成
分
１
０
０
%
と
い

う
特
色
か
ら
、健
康
食
品
、化
粧
品
に
も
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
頃
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

沿
岸
の
世
界
最
大
の
サ
ン
ゴ
礁
で
あ
る
グ
レ
ー
ト
バ

リ
ア
リ
ー
フ
の
特
集
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。サ
ン
ゴ
礁
を
中
心
に
多
く
の
生
命
が
誕
生
、命
の

営
み
の
リ
レ
ー
が
育
ま
れ
て
お
り
、生
態
系
に
深
く

　
日
本
最
西
端
の
島・与
那
国
島
の
化
石
サ
ン
ゴ
を
使

用
し
た
商
材
を
取
り
扱
う
当
社
の
創
業
は
１
９
７
３

年
。良
質
な
ミ
ネ
ラ
ル
70
余
種
類
を
含
む
化
石
サ
ン

ゴ
を
原
料
に
し
た
健
康
食
品
、水
質
改
善
用
ろ
過
材
、

家
畜
飼
料
、肥
料
を
国
内
外
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
創
業
者
で
現
会
長
の
私
は
、高
校
を
卒
業
後
、沖

縄
県
公
務
員
資
格
を
取
得
し
て
多
良
間
島
村
役
場

で
勤
め
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
石
垣
島
に
移
住
、地
元

の
海
運
会
社
に
10
年
勤
め
、仕
事
で
得
た
経
験
と
人

脈
を
も
と
に
独
立
し
、一
般
貨
物
運
送
会
社
を
設
立

し
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
の
運
送
会
社
で
は
コ
ン
テ
ナ
も
使
わ
れ
て

お
ら
ず
、公
共
以
外
の
荷
物
に
は
保
険
が
か
け
ら
れ

な
い
の
が
一
般
的
だ
っ
た
た
め
、天
災
に
よ
る
水
濡

れ
、破
損
が
発
生
す
る
と
す
べ
て
の
責
任
を
負
う
事

態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
私
は
、生
鮮
品
の
よ
う
に
腐
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
な
い
商
品
を
取
り
扱
う
事
業
へ
の
転
換
を
考

え
、友
人
に
運
送
会
社
を
譲
り
、建
設
資
材
と
な
る

石
灰
岩
の
鉱
山
採
掘
事
業
へ
の
参
入
を
決
め
ま
し

た
。資
格
を
取
得
し
て
鉱
業
権
を
得
る
た
め
の
申
請

田
ん
ぼ
に
流
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
も
そ
の
付
近
の
稲

の
生
育
が
い
い
、サ
ン
ゴ
の
中
の
何
か
が
、稲
の
発
育

に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。建
設
資
材
と

し
て
使
用
で
き
な
く
と
も
、与
那
国
島
の
サ
ン
ゴ
特

有
の
活
用
法
が
あ
る
は
ず
。そ
こ
か
ら
、琉
球
大
学
、

北
里
大
学
、大
阪
大
学
、京
都
大
学
、酪
農
学
園
大

学
、日
本
分
析
セ
ン
タ
ー
等
に
協
力
し
て
も
ら
い
、サ

ン
ゴ
の
研
究
に
長
年
を
費
や
し
て
き
ま
し
た
。

　
検
査
機
関
に
分
析
を
依
頼
す
る
と
、カ
ル
シ
ウ
ム

　海運および陸運業の経験をもとに鉱山開発に進出された結果、多分野で
有用とされる成分をもつ与那国島の化石サンゴの研究に長年にわたって取り
組まれ、世に必要とされる商品を開発してこられました。
　また、原材料を産出する与那国島、商品の製造拠点である熊本県上益城
郡甲佐地区の地域活性化にも継続的に寄与されています。SDGsの観点
からも、添加物や化合物のない天然素材のプロダクツを市場に供給する独自
の事業に、引き続き注力されることを心から願っております。

インタビューを終えて
熊本銀行　取締役頭取　野村 俊巳
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私・大
城
の
出
身
地
で
あ
る
熊
本
県
上
益
城
郡
甲
佐

町
に
工
場
を
新
設
し
ま
し
た
。熊
本
県
庁
で
熊
本
県

企
業
立
地
課
と
甲
佐
町
役
場
、コ
ー
ラ
ル
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
三
者
に
て
、熊
本
工
場
の
新
設
に
伴
う

調
印
式
を
執
り
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
食
品
製
造
も
お
こ
な
う
熊
本
工
場
で
は
、無
菌
作

業
室
も
完
備
し
て
お
り
、食
品
安
全
シ
ス
テ
ム
認
証

の「
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０
」、原
料
の
受
け
入
れ
か

ら
最
終
製
品
の
出
荷
に
至
る
ま
で
の
全
工
程
に
お
い

て
適
正
な
製
造
管
理
と
品
質
管
理
が
求
め
ら
れ
る

「
原
材
料
Ｇ
Ｍ
Ｐ
」、衛
生
管
理
の
国
際
的
な
手
法
と

し
て
義
務
化
さ
れ
て
い
る「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」を
取
得
し

て
、お
客
様
に
安
全
な
商
品
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
、

品
質
管
理
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　「
天
の
利
、地
の
利
、人
の
利
に
。熟
成
を
心
が
け
、

頑
張
っ
て
い
れ
ば
、必
ず
、結
果
が
出
て
く
る
。」と
の

言
葉
を
信
じ
て
、与
那
国
島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
の
可

能
性
を
追
い
続
け
た
結
果
、世
界
に
通
用
す
る
商
材

を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
地
域
に
お
け
る
水

質
改
善
な
ど
、当
社
へ
寄
せ
ら
れ
る
期
待
に
お
応
え

し
な
が
ら
、広
く
社
会
に
貢
献
で
き
る
事
業
活
動
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

恩
返
し
に
繋
げ
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
で
す
。

　
与
那
国
島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、現
在
は
モ
ン
ゴ
ル
、ロ
シ

ア
、リ
ト
ア
ニ
ア
に
自
社
商
品
を
輸
出
、ス
ロ
ベ
ニ
ア
、

イ
ン
ド
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、中
国
、ベ
ト
ナ
ム
他
数
ヵ

国
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト
パ
ウ
ダ
ー
の
原
料
等
を
輸
出
し

て
お
り
、世
界
各
国
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
与
那

国
島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
に
は
販
路
拡
大
の
た
め
、現
社
長
の

か
か
わ
る
サ
ン
ゴ
を
見
て
良
質
な
ミ
ネ
ラ
ル
が
含
ま

れ
て
い
る
と
い
う
自
信
を
深
め
ま
し
た
。

　
１
９
９
９
年
８
月
に
ア
メ
リ
カ
の
ワ
ー
ル
ド
ラ
イ

フ
リ
サ
ー
チ
研
究
所（W

orld Life R
esearch 

Institute

）の
所
長
で
あ
っ
た
ブ
ル
ー
ス・Ｗ・ハ
ル
ス

テ
ッ
ド
医
学
博
士
の
著
書
で
与
那
国
島
産
の
化
石
サ

ン
ゴ
に
含
ま
れ
る
成
分
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、

海
外
か
ら
の
需
要
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
海
外
と
の
取
引
が
活
発
化
し
た
２
０
０
６
年
に

「
コ
ー
ラ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
」へ
と

社
名
を
変
更
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
向
け
た
事
業
の
展

開
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、酪
農
学
園
大
学
の 

こ 

い
わ
ま
さ
て
る

小
岩
政
照
教
授
の
協
力

で
、２
０
０
９
年
４
月
に
は
マ
イ
コ
ト
キ
シ
ン
、カ
ビ
毒

吸
着
に
よ
る
特
許
を
取
得
。２
０
１
０
年
10
月
に
は

乳
熱
予
防
の
特
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
豊
富
な
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
む
与
那
国
島
特
有
の
化

石
サ
ン
ゴ
を
差
別
化
す
る
た
め
に
名
称
を「
与
那
国

島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
」に
変
更
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は

与
那
国
島
の
資
源
の
価
値
を
高
め
、与
那
国
島
へ
の

さ
ら
な
る
販
路
拡
大
と

地
域
貢
献
に
向
け
て

工
場
を
熊
本
の
地
へ

コーラルインターナショナル 株式会社Top  I nt e r v ie w

ア
メ
リ
カ
の
研
究
結
果
か
ら

海
外
へ
の
需
要
が
拡
大

前列左3人目から大城社長、山川会長、野村頭取、髙野支店長、坂口副支店長（熊本銀行）

大城社長

を
お
こ
な
い
、１
９
７
７
年
に
有
限
会
社
山
川
商
会

を
新
た
に
設
立
。さ
ら
に
、事
業
展
開
の
関
係
で
乗
り

込
ん
だ
与
那
国
島
が
、事
業
経
営
の
大
き
な
転
機
と

な
り
ま
し
た
。

　
与
那
国
島
で
は
、ま
ず
鉱
山
を
確
保
し
て
鉱
業
権

を
所
有
す
る
た
め
に
、地
元
の
有
志
へ
の
交
渉
を
始

め
ま
し
た
。「
単
な
る
金
儲
け
で
与
那
国
島
へ
入
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、島
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
た
い
」

と
い
う
熱
意
を
も
っ
て
率
直
な
気
持
ち
を
伝
え
続
け

た
結
果
、よ
う
や
く
与
那
国
島
で
の
第
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、い
ざ
採
掘
を
始
め
る
と
、石
垣
島
の
石

灰
岩
に
く
ら
べ
て
比
重
が
小
さ
く
、圧
縮
強
度
が
弱

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。見
た
目
も
石
灰
岩
と
い

う
よ
り
、サ
ン
ゴ
の
化
石
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
し
た
。

こ
れ
で
は
建
設
資
材
と
し
て
は
使
え
な
い
、ま
っ
た
く

予
想
外
の
展
開
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、雨
の
中
を
歩
い
て
い
た
時
、あ
る
光
景

が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。降
っ
た
雨
が
道
路

に
し
み
こ
み
、基
礎
材
に
使
用
し
た
サ
ン
ゴ
が
溶
け
、

を
始
め
、マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、ケ
イ
素
、鉄
、リ
ン
、ナ
ト
リ

ウ
ム
、カ
リ
ウ
ム
、マ
ン
ガ
ン
、亜
鉛
、銅
等
70
余
種
類

も
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。１
９
８
９
年
に
与
那
国
島
の
化
石
サ
ン
ゴ
に
出

会
い
、商
品
開
発
を
始
め
て
か
ら
12
年
の
歳
月
が
経

過
し
た
時
の
こ
と
で
す
。

　
様
々
な
検
査
の
結
果
、植
物
育
成
に
必
要
な
ミ
ネ

ラ
ル
を
豊
富
に
含
む
と
同
時
に
多
孔
質
に
よ
る
保
水

力
、保
肥
力
、通
気
性
で
循
環
型
の
有
機
的
な
土
壌

に
転
換
す
る
性
質
が
あ
る
こ
と
が
研
究
で
判
明
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、重
金
属
イ
オ
ン
等
有
害
物
質
吸
着
や
土

壌
pH
を
矯
正
す
る
役
割
も
果
た
す
こ
と
が
わ
か
り
、

特
有
の
性
質
を
活
か
し
て
水
質
改
善
ろ
過
材
、家
畜

飼
料
、肥
料
や
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト・シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群

対
策
用
の
壁
材
と
し
て
も
商
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

化
学
的
に
手
を
加
え
な
い
天
然
成
分
１
０
０
%
と
い

う
特
色
か
ら
、健
康
食
品
、化
粧
品
に
も
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
頃
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

沿
岸
の
世
界
最
大
の
サ
ン
ゴ
礁
で
あ
る
グ
レ
ー
ト
バ

リ
ア
リ
ー
フ
の
特
集
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。サ
ン
ゴ
礁
を
中
心
に
多
く
の
生
命
が
誕
生
、命
の

営
み
の
リ
レ
ー
が
育
ま
れ
て
お
り
、生
態
系
に
深
く

　
日
本
最
西
端
の
島・与
那
国
島
の
化
石
サ
ン
ゴ
を
使

用
し
た
商
材
を
取
り
扱
う
当
社
の
創
業
は
１
９
７
３

年
。良
質
な
ミ
ネ
ラ
ル
70
余
種
類
を
含
む
化
石
サ
ン

ゴ
を
原
料
に
し
た
健
康
食
品
、水
質
改
善
用
ろ
過
材
、

家
畜
飼
料
、肥
料
を
国
内
外
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
創
業
者
で
現
会
長
の
私
は
、高
校
を
卒
業
後
、沖

縄
県
公
務
員
資
格
を
取
得
し
て
多
良
間
島
村
役
場

で
勤
め
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
石
垣
島
に
移
住
、地
元

の
海
運
会
社
に
10
年
勤
め
、仕
事
で
得
た
経
験
と
人

脈
を
も
と
に
独
立
し
、一
般
貨
物
運
送
会
社
を
設
立

し
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
の
運
送
会
社
で
は
コ
ン
テ
ナ
も
使
わ
れ
て

お
ら
ず
、公
共
以
外
の
荷
物
に
は
保
険
が
か
け
ら
れ

な
い
の
が
一
般
的
だ
っ
た
た
め
、天
災
に
よ
る
水
濡

れ
、破
損
が
発
生
す
る
と
す
べ
て
の
責
任
を
負
う
事

態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
私
は
、生
鮮
品
の
よ
う
に
腐
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
な
い
商
品
を
取
り
扱
う
事
業
へ
の
転
換
を
考

え
、友
人
に
運
送
会
社
を
譲
り
、建
設
資
材
と
な
る

石
灰
岩
の
鉱
山
採
掘
事
業
へ
の
参
入
を
決
め
ま
し

た
。資
格
を
取
得
し
て
鉱
業
権
を
得
る
た
め
の
申
請

田
ん
ぼ
に
流
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
も
そ
の
付
近
の
稲

の
生
育
が
い
い
、サ
ン
ゴ
の
中
の
何
か
が
、稲
の
発
育

に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。建
設
資
材
と

し
て
使
用
で
き
な
く
と
も
、与
那
国
島
の
サ
ン
ゴ
特

有
の
活
用
法
が
あ
る
は
ず
。そ
こ
か
ら
、琉
球
大
学
、

北
里
大
学
、大
阪
大
学
、京
都
大
学
、酪
農
学
園
大

学
、日
本
分
析
セ
ン
タ
ー
等
に
協
力
し
て
も
ら
い
、サ

ン
ゴ
の
研
究
に
長
年
を
費
や
し
て
き
ま
し
た
。

　
検
査
機
関
に
分
析
を
依
頼
す
る
と
、カ
ル
シ
ウ
ム

　海運および陸運業の経験をもとに鉱山開発に進出された結果、多分野で
有用とされる成分をもつ与那国島の化石サンゴの研究に長年にわたって取り
組まれ、世に必要とされる商品を開発してこられました。
　また、原材料を産出する与那国島、商品の製造拠点である熊本県上益城
郡甲佐地区の地域活性化にも継続的に寄与されています。SDGsの観点
からも、添加物や化合物のない天然素材のプロダクツを市場に供給する独自
の事業に、引き続き注力されることを心から願っております。

インタビューを終えて
熊本銀行　取締役頭取　野村 俊巳
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本社前（左から出口社長、山川頭取）本社前（左から出口社長、山川頭取）

出
口
工
業 

株
式
会
社

技
術
力
と
発
想
力
と
設
備
力
で
、

夢
を
か
た
ち
に
、真
心
を
か
た
ち
に
。

で
　

 

ぐ
ち
　こ
う  

ぎ
ょ
う

取
引
店
／
十
八
親
和
銀
行 

長
与
支
店

出
口 

雄
一
郎 

氏

代
表
取
締
役

で
　
　ぐ 

ち
　
　  ゆ 

う
　い 

ち
　ろ 

う

■会社概要
創業：2001年／設立：2007年／所在地：長崎県
西彼杵郡時津町／資本金：800万円／従業員：
40名（2022年10月末現在、関連会社含む）／
事業内容：精密機械加工、特殊製缶、各種溶接、
非鉄金属加工、配管製作、板金加工、塗装、プラ
ント工事一式、電気工事、各種装置、制御盤製作、
設計開発、産業廃棄物収集運搬、古物商／
事業所：本社、左底工場、日並工場

会社ホームページは
こちらからどうぞ！
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出
口
工
業 

株
式
会
社

技
術
力
と
発
想
力
と
設
備
力
で
、

夢
を
か
た
ち
に
、真
心
を
か
た
ち
に
。

で
　

 

ぐ
ち
　こ
う  

ぎ
ょ
う

取
引
店
／
十
八
親
和
銀
行 

長
与
支
店

出
口 

雄
一
郎 

氏

代
表
取
締
役

で
　
　ぐ 

ち
　
　  ゆ 

う
　い 

ち
　ろ 

う

■会社概要
創業：2001年／設立：2007年／所在地：長崎県
西彼杵郡時津町／資本金：800万円／従業員：
40名（2022年10月末現在、関連会社含む）／
事業内容：精密機械加工、特殊製缶、各種溶接、
非鉄金属加工、配管製作、板金加工、塗装、プラ
ント工事一式、電気工事、各種装置、制御盤製作、
設計開発、産業廃棄物収集運搬、古物商／
事業所：本社、左底工場、日並工場

会社ホームページは
こちらからどうぞ！
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拡
げ
て
こ
ら
れ
た
歓
び
を
社
員
で
分
か
ち
合
い
ま
し

た
。精
密
機
械
技
術
の
精
度
向
上
に
よ
っ
て
当
社
の

事
業
も
、航
空
機
や
半
導
体
の
分
野
へ
の
参
入
も
果

た
し
ま
し
た
。ま
た
当
初
は
鉄
を
相
手
に
人
の
手
に

よ
っ
て
溶
接
し
た
り
切
断
し
た
り
し
て
い
た
の
が
、

３
Ｄ
設
計
に
よ
る
加
工
の
自
動
化
が
進
み
、さ
ら
に

は
ア
ル
ミ
や
チ
タ
ン
と
い
っ
た
非
鉄
金
属
の
加
工
で
も

高
度
な
技
術
を
実
現
で
き
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
今
、将
来
に
向
け
て
注
力
し
て
い
る
の
が
、

社
内
の
Ｄ
Ｘ
化
で
す
。業
務
支
援
ソ
フ
ト
や
基
幹
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
の
業
務
の「
見
え
る
化
」や
、書

類
や
図
面
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
で
、社
内
全

体
の
業
務
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
ビ
ジ

ネ
ス
界
へ
の
普
及
が
進
ん
だ
リ
モ
ー
ト
会
議
シ
ス
テ
ム

も
、県
外
と
の
取
引
も
増
え
た
現
状
で
は
大
い
に
役

に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
付
加
価
値
の
あ
る
成
果
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
存
在

と
な
れ
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
他
社
の
追
随
を
許
さ

な
い
仕
事
に
、果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

さ
ず
書
き
込
む
。目
標
設
定
と
計
画
を
本
人
と
一
緒

に
な
っ
て
行
う
。朝
礼
時
の
１
分
間
ス
ピ
ー
チ
な
ど
で

自
ら
の
意
見
や
気
持
ち
を
表
す
習
慣
を
つ
け
さ
せ

る
。懇
親
会
な
ど
を
通
じ
て
、年
齢
の
近
い
先
輩
に
気

軽
に
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
る
。一
つ
ひ
と
つ

は
、ご
く
当
た
り
前
と
も
い
え
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
方
法
で
す
が
、相
手
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
可
能

な
限
り
継
続
し
て
い
く
姿
勢
が
何
よ
り
重
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。ま
た
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

の
実
践
企
業
と
し
て
、長
崎
県
よ
り「
Ｎ
ぴ
か
」の
認

証
も
頂
い
て
い
ま
す
。更
に
は
長
崎
県
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
登
録

制
度
に
申
請
を
し
て
お
り
、企
業
と
し
て
社
会
的
責

任
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
の
社
訓
に
も
謳
っ
て
い
ま
す
が
、〝
信
頼
さ
れ

る
人
づ
く
り
〞こ
そ
、信
頼
さ
れ
る
も
の
づ
く
り
、信

頼
さ
れ
る
会
社
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
４
月
、当
社
は
創
立
20
周
年
を
迎

え
、創
業
時
か
ら
こ
こ
ま
で
事
業
領
域
の
裾
野
を

飼
育
ケ
ー
ジ
の
洗
浄
後
に
用
い
る
ブ
ロ
ア
ー
乾
燥
機

が
そ
の
一
例
で
す
。多
く
の
飼
育
ケ
ー
ジ
が
コ
ン
ベ
ア

で
洗
浄
さ
れ
る
際
に
同
時
に
ブ
ロ
ア
ー
に
よ
る
風
圧

で
効
率
よ
く
水
分
を
飛
ば
し
、短
時
間
で
乾
燥
さ
せ

ら
れ
る
の
が
特
長
で
、そ
れ
ま
で
そ
う
し
た
設
備
は

存
在
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。地
元
の
大
学
な
ど
か

ら
そ
う
し
た
お
話
を
聞
き
、当
社
で
開
発・製
造
し
た

と
こ
ろ
、す
ぐ
に
複
数
の
研
究
機
関
で
導
入
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
理
想
的
な
会
社
経
営
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
重

要
な
こ
と
は
人
材
育
成
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。ど
の
よ

う
な
業
種
の
企
業
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る

と
思
い
ま
す
が
、と
り
わ
け
製
造
業
の
場
合
、仕
事
や

職
場
環
境
に
対
し
て
魅
力
を
感
じ
ら
れ
ず
に
若
い
世

代
が
離
れ
て
い
く
状
況
が
世
間
一
般
で
続
い
て
い
る
と

聞
き
ま
す
。私
が
考
え
る
人
材
育
成
に
必
要
な
も
の

と
は
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
徹
底
だ
と
思
い
ま
す
。

　
新
入
社
員
が
日
々
業
務
日
誌
を
書
き
、そ
の
内
容

に
対
し
て
上
長
は
コ
メ
ン
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
欠
か

　
２
０
０
７
年
に
個
人
経
営
か
ら
法
人
化
を
果
た

し
、出
口
工
業
株
式
会
社
を
設
立
。当
時
特
定
労
働

者
派
遣
の
認
可
を
取
得
し
て
派
遣
業
も
開
始
し
ま

し
た
。さ
ら
に
そ
の
後
も
工
場
を
拡
大
し
つ
つ
、設
計・

施
工
業
務
や
塗
装
業
務
ま
で
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
て
２
０
１
０
年
に
は
、日
並
工
場
を
開
設

し
て
、さ
ら
な
る
製
造
能
力
の
増
強
と
営
業
・
生
産

管
理
体
制
の
強
化
を
図
り
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
が
事
業
を
拡
大
し
て
き
た
中
で
大
き
な
転

換
点
と
い
え
る
の
は
、３
Ｄ‐Ｃ
Ａ
Ｄ
を
導
入
し
て
精

密
機
械
の
設
計
か
ら
加
工
ま
で
事
業
の
幅
を
広
げ
ら

れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。当
社
は
精
密
機
械
の

設
計
か
ら
製
造
、施
工
・
据
付
ま
で
社
内
で
一
元
管

理
し
な
が
ら
業
務
を
進
め
ら
れ
る
の
が
強
み
で
す

が
、そ
れ
は
つ
ま
り
、設
計
、製
缶
・
板
金
、配
管
、精

密
機
械
加
工
、組
立
、塗
装
の
各
技
術
を
た
だ
有
し

て
い
る
だ
け
で
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
で
高
い
専
門

性
を
発
揮
し
つ
つ
、個
々
の
分
野
の
技
術
を
有
機
的

に
連
動
さ
せ
ら
れ
る
利
点
が
あ
る
の
で
す
。

　
当
社
が
取
り
扱
う
製
品
は
、タ
ン
ク
、配
管
、ダ
ク

ト
、制
御
盤
、機
械
部
品
と
い
っ
た
、個
人
の
日
常
生

活
で
は
目
に
す
る
こ
と
の
少
な
い
製
品
を
中
心
に
手

が
け
て
い
ま
す
が
、そ
う
し
た
製
品
も
、車
両
用
空
調

装
置
、ビ
ル
用
空
調
装
置
、鉄
道
の
ホ
ー
ム
ド
ア
装
置

な
ど
、身
近
な
最
終
製
品
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
今
後
当
社
を
ど
の
よ
う
な
会
社
に
し
た
い
か

と
い
う
と
、ひ
と
言
で
い
え
ば「
世
の
中
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
会
社
」で
す
。多
く
の
人
の
暮
ら
し
に
必
要

と
さ
れ
、社
会
に
求
め
ら
れ
る
会
社
と
い
う
の
は
、世

の
中
の
役
に
立
つ
、な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

当
社
は
こ
れ
ま
で
役
に
立
つ
会
社
に
な
る
た
め
に
、単

な
る
製
造
業
で
は
な
く
、設
計
段
階
か
ら
も
の
づ
く

り
に
関
わ
っ
て
、提
案
型
の
営
業
が
で
き
る
会
社
と
し

て
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。お
客
様
の
お
困
り

事
な
ど
、ニ
ー
ズ
を
捉
え
て
最
適
な
も
の
づ
く
り
で
課

題
解
決
に
貢
献
す
る
、こ
れ
が
ね
ら
い
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
当
社
で
は
２
０
１
１
年
か
ら
自
社

製
品
の
開
発
と
製
造
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。大

学
の
研
究
施
設
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
実
験
動
物
用

　
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
の
各
種
配
管
・
製
缶
・
精
密
機

械
加
工
を
得
意
と
し
、設
計
か
ら
製
造・加
工・据
付

ま
で
の
一
貫
体
制
を
敷
く
当
社
の
創
業
は
２
０
０
１

年
。大
型
フ
ェ
リ
ー
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
っ
た
父
親
の

影
響
を
受
け
た
の
か
、子
ど
も
の
頃
か
ら
機
械
い
じ

り
が
好
き
で
、自
身
の
自
転
車
な
ど
を
ば
ら
し
て
遊

ぶ
よ
う
な
幼
少
時
代
を
過
ご
し
、地
元
の
高
校
を
卒

業
し
た
後
は
、親
の
敷
い
た
レ
ー
ル
を
進
む
こ
と
を

拒
み
、知
り
合
い
の
伝
手
を
頼
っ
て
関
東
へ
。溶
接
工

の
見
習
い
と
し
て
技
術
を
習
得
す
る
毎
日
で
生
計
を

た
て
て
い
ま
し
た
が
、25
歳
の
時
に
地
元
の
長
崎
に
戻

り
、30
歳
で
溶
接
加
工
の
仕
事
を
個
人
事
業
と
し
て

開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
長
崎
は
造
船
や
電
機
機
械
器
具
製
造
関
係

の
仕
事
が
多
い
土
地
柄
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、そ
の

分
野
を
中
心
に
、発
電
所
や
プ
ラ
ン
ト
な
ど
で
溶
接

技
術
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、人
の
縁
を
得
て
少

し
ず
つ
仕
事
が
増
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、信
頼
を

重
ね
た
結
果
、溶
接
技
術
に
加
え
て
製
缶
や
配
管
業

務
な
ど
も
請
け
負
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
製
造
業
の
現
場
の
視
点
で
見
る
と
、あ
る
事
業
だ

け
に
特
化
し
た
企
業
が
営
業
を
し
た
場
合
、受
注
で

き
る
か
ど
う
か
は
ど
う
し
て
も
価
格
競
争
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。た
と
え
受
注
で
き
た
と
し
て
も
、受
注

金
額
の
叩
き
合
い
で
利
益
は
ほ
と
ん
ど
出
な
い
こ
と

で
し
ょ
う
。そ
こ
で
当
社
は
、他
社
と
比
較
で
き
な
い

仕
事
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
の
で
す
。も
ち
ろ
ん
、付

加
価
値
の
あ
る
仕
事
を
提
供
す
る
に
は
、そ
の
分
、高

度
な
技
術
力
と
最
新
鋭
の
設
備
の
両
方
を
揃
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、長
崎
県
の
も
の
づ
く
り
補
助

金
や
十
八
親
和
銀
行
の
協
力
な
ど
を
得
な
が
ら
、生

産
体
制
を
強
化
し
て
、日
々
お
客
様
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
し
て
い
ま
す
。

設
計
か
ら
施
工
ま
で

各
工
程
を
網
羅
す
る
強
み

溶
接
技
術
の
提
供
か
ら
ス
タ
ー
ト

精
密
機
械
加
工
へ
と
業
容
を
拡
大

出口工業 株式会社Top  I nt e r v ie w

出口社長

も
の
づ
く
り
を
通
じ
て

課
題
解
決
に
貢
献
す
る

社会に必要とされる
製品の開発と製造に
力を注ぎます!
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拡
げ
て
こ
ら
れ
た
歓
び
を
社
員
で
分
か
ち
合
い
ま
し

た
。精
密
機
械
技
術
の
精
度
向
上
に
よ
っ
て
当
社
の

事
業
も
、航
空
機
や
半
導
体
の
分
野
へ
の
参
入
も
果

た
し
ま
し
た
。ま
た
当
初
は
鉄
を
相
手
に
人
の
手
に

よ
っ
て
溶
接
し
た
り
切
断
し
た
り
し
て
い
た
の
が
、

３
Ｄ
設
計
に
よ
る
加
工
の
自
動
化
が
進
み
、さ
ら
に

は
ア
ル
ミ
や
チ
タ
ン
と
い
っ
た
非
鉄
金
属
の
加
工
で
も

高
度
な
技
術
を
実
現
で
き
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
今
、将
来
に
向
け
て
注
力
し
て
い
る
の
が
、

社
内
の
Ｄ
Ｘ
化
で
す
。業
務
支
援
ソ
フ
ト
や
基
幹
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
の
業
務
の「
見
え
る
化
」や
、書

類
や
図
面
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
で
、社
内
全

体
の
業
務
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
ビ
ジ

ネ
ス
界
へ
の
普
及
が
進
ん
だ
リ
モ
ー
ト
会
議
シ
ス
テ
ム

も
、県
外
と
の
取
引
も
増
え
た
現
状
で
は
大
い
に
役

に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
付
加
価
値
の
あ
る
成
果
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
存
在

と
な
れ
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
他
社
の
追
随
を
許
さ

な
い
仕
事
に
、果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

さ
ず
書
き
込
む
。目
標
設
定
と
計
画
を
本
人
と
一
緒

に
な
っ
て
行
う
。朝
礼
時
の
１
分
間
ス
ピ
ー
チ
な
ど
で

自
ら
の
意
見
や
気
持
ち
を
表
す
習
慣
を
つ
け
さ
せ

る
。懇
親
会
な
ど
を
通
じ
て
、年
齢
の
近
い
先
輩
に
気

軽
に
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
る
。一
つ
ひ
と
つ

は
、ご
く
当
た
り
前
と
も
い
え
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
方
法
で
す
が
、相
手
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
可
能

な
限
り
継
続
し
て
い
く
姿
勢
が
何
よ
り
重
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。ま
た
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

の
実
践
企
業
と
し
て
、長
崎
県
よ
り「
Ｎ
ぴ
か
」の
認

証
も
頂
い
て
い
ま
す
。更
に
は
長
崎
県
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
登
録

制
度
に
申
請
を
し
て
お
り
、企
業
と
し
て
社
会
的
責

任
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
の
社
訓
に
も
謳
っ
て
い
ま
す
が
、〝
信
頼
さ
れ

る
人
づ
く
り
〞こ
そ
、信
頼
さ
れ
る
も
の
づ
く
り
、信

頼
さ
れ
る
会
社
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
４
月
、当
社
は
創
立
20
周
年
を
迎

え
、創
業
時
か
ら
こ
こ
ま
で
事
業
領
域
の
裾
野
を

飼
育
ケ
ー
ジ
の
洗
浄
後
に
用
い
る
ブ
ロ
ア
ー
乾
燥
機

が
そ
の
一
例
で
す
。多
く
の
飼
育
ケ
ー
ジ
が
コ
ン
ベ
ア

で
洗
浄
さ
れ
る
際
に
同
時
に
ブ
ロ
ア
ー
に
よ
る
風
圧

で
効
率
よ
く
水
分
を
飛
ば
し
、短
時
間
で
乾
燥
さ
せ

ら
れ
る
の
が
特
長
で
、そ
れ
ま
で
そ
う
し
た
設
備
は

存
在
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。地
元
の
大
学
な
ど
か

ら
そ
う
し
た
お
話
を
聞
き
、当
社
で
開
発・製
造
し
た

と
こ
ろ
、す
ぐ
に
複
数
の
研
究
機
関
で
導
入
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
理
想
的
な
会
社
経
営
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
重

要
な
こ
と
は
人
材
育
成
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。ど
の
よ

う
な
業
種
の
企
業
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る

と
思
い
ま
す
が
、と
り
わ
け
製
造
業
の
場
合
、仕
事
や

職
場
環
境
に
対
し
て
魅
力
を
感
じ
ら
れ
ず
に
若
い
世

代
が
離
れ
て
い
く
状
況
が
世
間
一
般
で
続
い
て
い
る
と

聞
き
ま
す
。私
が
考
え
る
人
材
育
成
に
必
要
な
も
の

と
は
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
徹
底
だ
と
思
い
ま
す
。

　
新
入
社
員
が
日
々
業
務
日
誌
を
書
き
、そ
の
内
容

に
対
し
て
上
長
は
コ
メ
ン
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
欠
か

　
２
０
０
７
年
に
個
人
経
営
か
ら
法
人
化
を
果
た

し
、出
口
工
業
株
式
会
社
を
設
立
。当
時
特
定
労
働

者
派
遣
の
認
可
を
取
得
し
て
派
遣
業
も
開
始
し
ま

し
た
。さ
ら
に
そ
の
後
も
工
場
を
拡
大
し
つ
つ
、設
計・

施
工
業
務
や
塗
装
業
務
ま
で
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
て
２
０
１
０
年
に
は
、日
並
工
場
を
開
設

し
て
、さ
ら
な
る
製
造
能
力
の
増
強
と
営
業
・
生
産

管
理
体
制
の
強
化
を
図
り
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
が
事
業
を
拡
大
し
て
き
た
中
で
大
き
な
転

換
点
と
い
え
る
の
は
、３
Ｄ‐Ｃ
Ａ
Ｄ
を
導
入
し
て
精

密
機
械
の
設
計
か
ら
加
工
ま
で
事
業
の
幅
を
広
げ
ら

れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。当
社
は
精
密
機
械
の

設
計
か
ら
製
造
、施
工
・
据
付
ま
で
社
内
で
一
元
管

理
し
な
が
ら
業
務
を
進
め
ら
れ
る
の
が
強
み
で
す

が
、そ
れ
は
つ
ま
り
、設
計
、製
缶
・
板
金
、配
管
、精

密
機
械
加
工
、組
立
、塗
装
の
各
技
術
を
た
だ
有
し

て
い
る
だ
け
で
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
で
高
い
専
門

性
を
発
揮
し
つ
つ
、個
々
の
分
野
の
技
術
を
有
機
的

に
連
動
さ
せ
ら
れ
る
利
点
が
あ
る
の
で
す
。

　
当
社
が
取
り
扱
う
製
品
は
、タ
ン
ク
、配
管
、ダ
ク

ト
、制
御
盤
、機
械
部
品
と
い
っ
た
、個
人
の
日
常
生

活
で
は
目
に
す
る
こ
と
の
少
な
い
製
品
を
中
心
に
手

が
け
て
い
ま
す
が
、そ
う
し
た
製
品
も
、車
両
用
空
調

装
置
、ビ
ル
用
空
調
装
置
、鉄
道
の
ホ
ー
ム
ド
ア
装
置

な
ど
、身
近
な
最
終
製
品
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
今
後
当
社
を
ど
の
よ
う
な
会
社
に
し
た
い
か

と
い
う
と
、ひ
と
言
で
い
え
ば「
世
の
中
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
会
社
」で
す
。多
く
の
人
の
暮
ら
し
に
必
要

と
さ
れ
、社
会
に
求
め
ら
れ
る
会
社
と
い
う
の
は
、世

の
中
の
役
に
立
つ
、な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

当
社
は
こ
れ
ま
で
役
に
立
つ
会
社
に
な
る
た
め
に
、単

な
る
製
造
業
で
は
な
く
、設
計
段
階
か
ら
も
の
づ
く

り
に
関
わ
っ
て
、提
案
型
の
営
業
が
で
き
る
会
社
と
し

て
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。お
客
様
の
お
困
り

事
な
ど
、ニ
ー
ズ
を
捉
え
て
最
適
な
も
の
づ
く
り
で
課

題
解
決
に
貢
献
す
る
、こ
れ
が
ね
ら
い
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
当
社
で
は
２
０
１
１
年
か
ら
自
社

製
品
の
開
発
と
製
造
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。大

学
の
研
究
施
設
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
実
験
動
物
用

　
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
の
各
種
配
管
・
製
缶
・
精
密
機

械
加
工
を
得
意
と
し
、設
計
か
ら
製
造・加
工・据
付

ま
で
の
一
貫
体
制
を
敷
く
当
社
の
創
業
は
２
０
０
１

年
。大
型
フ
ェ
リ
ー
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
っ
た
父
親
の

影
響
を
受
け
た
の
か
、子
ど
も
の
頃
か
ら
機
械
い
じ

り
が
好
き
で
、自
身
の
自
転
車
な
ど
を
ば
ら
し
て
遊

ぶ
よ
う
な
幼
少
時
代
を
過
ご
し
、地
元
の
高
校
を
卒

業
し
た
後
は
、親
の
敷
い
た
レ
ー
ル
を
進
む
こ
と
を

拒
み
、知
り
合
い
の
伝
手
を
頼
っ
て
関
東
へ
。溶
接
工

の
見
習
い
と
し
て
技
術
を
習
得
す
る
毎
日
で
生
計
を

た
て
て
い
ま
し
た
が
、25
歳
の
時
に
地
元
の
長
崎
に
戻

り
、30
歳
で
溶
接
加
工
の
仕
事
を
個
人
事
業
と
し
て

開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
長
崎
は
造
船
や
電
機
機
械
器
具
製
造
関
係

の
仕
事
が
多
い
土
地
柄
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、そ
の

分
野
を
中
心
に
、発
電
所
や
プ
ラ
ン
ト
な
ど
で
溶
接

技
術
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、人
の
縁
を
得
て
少

し
ず
つ
仕
事
が
増
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、信
頼
を

重
ね
た
結
果
、溶
接
技
術
に
加
え
て
製
缶
や
配
管
業

務
な
ど
も
請
け
負
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
製
造
業
の
現
場
の
視
点
で
見
る
と
、あ
る
事
業
だ

け
に
特
化
し
た
企
業
が
営
業
を
し
た
場
合
、受
注
で

き
る
か
ど
う
か
は
ど
う
し
て
も
価
格
競
争
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。た
と
え
受
注
で
き
た
と
し
て
も
、受
注

金
額
の
叩
き
合
い
で
利
益
は
ほ
と
ん
ど
出
な
い
こ
と

で
し
ょ
う
。そ
こ
で
当
社
は
、他
社
と
比
較
で
き
な
い

仕
事
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
の
で
す
。も
ち
ろ
ん
、付

加
価
値
の
あ
る
仕
事
を
提
供
す
る
に
は
、そ
の
分
、高

度
な
技
術
力
と
最
新
鋭
の
設
備
の
両
方
を
揃
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、長
崎
県
の
も
の
づ
く
り
補
助

金
や
十
八
親
和
銀
行
の
協
力
な
ど
を
得
な
が
ら
、生

産
体
制
を
強
化
し
て
、日
々
お
客
様
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
し
て
い
ま
す
。

設
計
か
ら
施
工
ま
で

各
工
程
を
網
羅
す
る
強
み

溶
接
技
術
の
提
供
か
ら
ス
タ
ー
ト

精
密
機
械
加
工
へ
と
業
容
を
拡
大

出口工業 株式会社Top  I nt e r v ie w

出口社長

も
の
づ
く
り
を
通
じ
て

課
題
解
決
に
貢
献
す
る

社会に必要とされる
製品の開発と製造に
力を注ぎます!

1.対談風景／2.左底工場（精密機械加工、プラント
等）を見学／3.最新鋭の3次元測定機／4.3D-
CADを見学／5.日並工場（製缶、配管、溶接組立、
制御盤等）を見学／6.手作業が必要なレーザー
溶接では強力なレーザー光線が放出されるため
黄色フィルムで窓を覆ったうえで専用ゴーグルを
着けて溶接する／7.日並工場の皆さんと一緒に／
8.企業メッセージ

5

6

3

4

1

2
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拡
げ
て
こ
ら
れ
た
歓
び
を
社
員
で
分
か
ち
合
い
ま
し

た
。精
密
機
械
技
術
の
精
度
向
上
に
よ
っ
て
当
社
の

事
業
も
、航
空
機
や
半
導
体
の
分
野
へ
の
参
入
も
果

た
し
ま
し
た
。ま
た
当
初
は
鉄
を
相
手
に
人
の
手
に

よ
っ
て
溶
接
し
た
り
切
断
し
た
り
し
て
い
た
の
が
、

３
Ｄ
設
計
に
よ
る
加
工
の
自
動
化
が
進
み
、さ
ら
に

は
ア
ル
ミ
や
チ
タ
ン
と
い
っ
た
非
鉄
金
属
の
加
工
で
も

高
度
な
技
術
を
実
現
で
き
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
今
、将
来
に
向
け
て
注
力
し
て
い
る
の
が
、

社
内
の
Ｄ
Ｘ
化
で
す
。業
務
支
援
ソ
フ
ト
や
基
幹
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
の
業
務
の「
見
え
る
化
」や
、書

類
や
図
面
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
で
、社
内
全

体
の
業
務
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
ビ
ジ

ネ
ス
界
へ
の
普
及
が
進
ん
だ
リ
モ
ー
ト
会
議
シ
ス
テ
ム

も
、県
外
と
の
取
引
も
増
え
た
現
状
で
は
大
い
に
役

に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
付
加
価
値
の
あ
る
成
果
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
存
在

と
な
れ
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
他
社
の
追
随
を
許
さ

な
い
仕
事
に
、果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

さ
ず
書
き
込
む
。目
標
設
定
と
計
画
を
本
人
と
一
緒

に
な
っ
て
行
う
。朝
礼
時
の
１
分
間
ス
ピ
ー
チ
な
ど
で

自
ら
の
意
見
や
気
持
ち
を
表
す
習
慣
を
つ
け
さ
せ

る
。懇
親
会
な
ど
を
通
じ
て
、年
齢
の
近
い
先
輩
に
気

軽
に
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
る
。一
つ
ひ
と
つ

は
、ご
く
当
た
り
前
と
も
い
え
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
方
法
で
す
が
、相
手
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
可
能

な
限
り
継
続
し
て
い
く
姿
勢
が
何
よ
り
重
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。ま
た
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

の
実
践
企
業
と
し
て
、長
崎
県
よ
り「
Ｎ
ぴ
か
」の
認

証
も
頂
い
て
い
ま
す
。更
に
は
長
崎
県
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
登
録

制
度
に
申
請
を
し
て
お
り
、企
業
と
し
て
社
会
的
責

任
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
の
社
訓
に
も
謳
っ
て
い
ま
す
が
、〝
信
頼
さ
れ

る
人
づ
く
り
〞こ
そ
、信
頼
さ
れ
る
も
の
づ
く
り
、信

頼
さ
れ
る
会
社
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
４
月
、当
社
は
創
立
20
周
年
を
迎

え
、創
業
時
か
ら
こ
こ
ま
で
事
業
領
域
の
裾
野
を

飼
育
ケ
ー
ジ
の
洗
浄
後
に
用
い
る
ブ
ロ
ア
ー
乾
燥
機

が
そ
の
一
例
で
す
。多
く
の
飼
育
ケ
ー
ジ
が
コ
ン
ベ
ア

で
洗
浄
さ
れ
る
際
に
同
時
に
ブ
ロ
ア
ー
に
よ
る
風
圧

で
効
率
よ
く
水
分
を
飛
ば
し
、短
時
間
で
乾
燥
さ
せ

ら
れ
る
の
が
特
長
で
、そ
れ
ま
で
そ
う
し
た
設
備
は

存
在
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。地
元
の
大
学
な
ど
か

ら
そ
う
し
た
お
話
を
聞
き
、当
社
で
開
発・製
造
し
た

と
こ
ろ
、す
ぐ
に
複
数
の
研
究
機
関
で
導
入
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
理
想
的
な
会
社
経
営
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
重

要
な
こ
と
は
人
材
育
成
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。ど
の
よ

う
な
業
種
の
企
業
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る

と
思
い
ま
す
が
、と
り
わ
け
製
造
業
の
場
合
、仕
事
や

職
場
環
境
に
対
し
て
魅
力
を
感
じ
ら
れ
ず
に
若
い
世

代
が
離
れ
て
い
く
状
況
が
世
間
一
般
で
続
い
て
い
る
と

聞
き
ま
す
。私
が
考
え
る
人
材
育
成
に
必
要
な
も
の

と
は
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
徹
底
だ
と
思
い
ま
す
。

　
新
入
社
員
が
日
々
業
務
日
誌
を
書
き
、そ
の
内
容

に
対
し
て
上
長
は
コ
メ
ン
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
欠
か

躍
進
の
20
年
を
経
て

さ
ら
な
る
挑
戦
を
誓
う

出口工業 株式会社Top  I nt e r v ie w

インタビューを終えて
信
頼
さ
れ
る
会
社
に
す
る
第
一
歩
は

信
頼
さ
れ
る
人
づ
く
り

左底工場にて。最前列左2人目から出口
せい こ 
清子常務、出口雄一郎社長、山川頭取、今泉支店長（十八親和銀行）

　
２
０
０
７
年
に
個
人
経
営
か
ら
法
人
化
を
果
た

し
、出
口
工
業
株
式
会
社
を
設
立
。当
時
特
定
労
働

者
派
遣
の
認
可
を
取
得
し
て
派
遣
業
も
開
始
し
ま

し
た
。さ
ら
に
そ
の
後
も
工
場
を
拡
大
し
つ
つ
、設
計・

施
工
業
務
や
塗
装
業
務
ま
で
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
て
２
０
１
０
年
に
は
、日
並
工
場
を
開
設

し
て
、さ
ら
な
る
製
造
能
力
の
増
強
と
営
業
・
生
産

管
理
体
制
の
強
化
を
図
り
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
が
事
業
を
拡
大
し
て
き
た
中
で
大
き
な
転

換
点
と
い
え
る
の
は
、３
Ｄ‐Ｃ
Ａ
Ｄ
を
導
入
し
て
精

密
機
械
の
設
計
か
ら
加
工
ま
で
事
業
の
幅
を
広
げ
ら

れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。当
社
は
精
密
機
械
の

設
計
か
ら
製
造
、施
工
・
据
付
ま
で
社
内
で
一
元
管

理
し
な
が
ら
業
務
を
進
め
ら
れ
る
の
が
強
み
で
す

が
、そ
れ
は
つ
ま
り
、設
計
、製
缶
・
板
金
、配
管
、精

密
機
械
加
工
、組
立
、塗
装
の
各
技
術
を
た
だ
有
し

て
い
る
だ
け
で
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
で
高
い
専
門

性
を
発
揮
し
つ
つ
、個
々
の
分
野
の
技
術
を
有
機
的

に
連
動
さ
せ
ら
れ
る
利
点
が
あ
る
の
で
す
。

　
当
社
が
取
り
扱
う
製
品
は
、タ
ン
ク
、配
管
、ダ
ク

ト
、制
御
盤
、機
械
部
品
と
い
っ
た
、個
人
の
日
常
生

活
で
は
目
に
す
る
こ
と
の
少
な
い
製
品
を
中
心
に
手

が
け
て
い
ま
す
が
、そ
う
し
た
製
品
も
、車
両
用
空
調

装
置
、ビ
ル
用
空
調
装
置
、鉄
道
の
ホ
ー
ム
ド
ア
装
置

な
ど
、身
近
な
最
終
製
品
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
今
後
当
社
を
ど
の
よ
う
な
会
社
に
し
た
い
か

と
い
う
と
、ひ
と
言
で
い
え
ば「
世
の
中
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
会
社
」で
す
。多
く
の
人
の
暮
ら
し
に
必
要

と
さ
れ
、社
会
に
求
め
ら
れ
る
会
社
と
い
う
の
は
、世

の
中
の
役
に
立
つ
、な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

当
社
は
こ
れ
ま
で
役
に
立
つ
会
社
に
な
る
た
め
に
、単

な
る
製
造
業
で
は
な
く
、設
計
段
階
か
ら
も
の
づ
く

り
に
関
わ
っ
て
、提
案
型
の
営
業
が
で
き
る
会
社
と
し

て
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。お
客
様
の
お
困
り

事
な
ど
、ニ
ー
ズ
を
捉
え
て
最
適
な
も
の
づ
く
り
で
課

題
解
決
に
貢
献
す
る
、こ
れ
が
ね
ら
い
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
当
社
で
は
２
０
１
１
年
か
ら
自
社

製
品
の
開
発
と
製
造
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。大

学
の
研
究
施
設
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
実
験
動
物
用

　
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
の
各
種
配
管
・
製
缶
・
精
密
機

械
加
工
を
得
意
と
し
、設
計
か
ら
製
造・加
工・据
付

ま
で
の
一
貫
体
制
を
敷
く
当
社
の
創
業
は
２
０
０
１

年
。大
型
フ
ェ
リ
ー
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
っ
た
父
親
の

影
響
を
受
け
た
の
か
、子
ど
も
の
頃
か
ら
機
械
い
じ

り
が
好
き
で
、自
身
の
自
転
車
な
ど
を
ば
ら
し
て
遊

ぶ
よ
う
な
幼
少
時
代
を
過
ご
し
、地
元
の
高
校
を
卒

業
し
た
後
は
、親
の
敷
い
た
レ
ー
ル
を
進
む
こ
と
を

拒
み
、知
り
合
い
の
伝
手
を
頼
っ
て
関
東
へ
。溶
接
工

の
見
習
い
と
し
て
技
術
を
習
得
す
る
毎
日
で
生
計
を

た
て
て
い
ま
し
た
が
、25
歳
の
時
に
地
元
の
長
崎
に
戻

り
、30
歳
で
溶
接
加
工
の
仕
事
を
個
人
事
業
と
し
て

開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
長
崎
は
造
船
や
電
機
機
械
器
具
製
造
関
係

の
仕
事
が
多
い
土
地
柄
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、そ
の

分
野
を
中
心
に
、発
電
所
や
プ
ラ
ン
ト
な
ど
で
溶
接

技
術
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、人
の
縁
を
得
て
少

し
ず
つ
仕
事
が
増
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、信
頼
を

重
ね
た
結
果
、溶
接
技
術
に
加
え
て
製
缶
や
配
管
業

務
な
ど
も
請
け
負
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
製
造
業
の
現
場
の
視
点
で
見
る
と
、あ
る
事
業
だ

け
に
特
化
し
た
企
業
が
営
業
を
し
た
場
合
、受
注
で

き
る
か
ど
う
か
は
ど
う
し
て
も
価
格
競
争
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。た
と
え
受
注
で
き
た
と
し
て
も
、受
注

金
額
の
叩
き
合
い
で
利
益
は
ほ
と
ん
ど
出
な
い
こ
と

で
し
ょ
う
。そ
こ
で
当
社
は
、他
社
と
比
較
で
き
な
い

仕
事
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
の
で
す
。も
ち
ろ
ん
、付

加
価
値
の
あ
る
仕
事
を
提
供
す
る
に
は
、そ
の
分
、高

度
な
技
術
力
と
最
新
鋭
の
設
備
の
両
方
を
揃
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、長
崎
県
の
も
の
づ
く
り
補
助

金
や
十
八
親
和
銀
行
の
協
力
な
ど
を
得
な
が
ら
、生

産
体
制
を
強
化
し
て
、日
々
お
客
様
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
し
て
い
ま
す
。

十八親和銀行　取締役頭取　山川 信彦

　ここ長崎の地で溶接技術を提供する個人事業から出発されたのち、委託
企業からの信頼と実績を積み重ね、この20年で事業の内容はより小型化・精密
化されましたが、業績を大きく伸ばされました。金属製品や精密機械の設計から
製造、施工まで社内一貫体制を整えられ、その強みを活かして、地元企業はもと
より幅広い分野の製造業に対して、精度の高い製品を供給されています。
　創業20年を迎え、最新鋭の設備を導入して生産体制のさらなる拡充および
作業環境改善にも取り組まれています。これからもお客様からの信頼に応える
パートナーとして、さらに発展されることを祈念いたします。
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拡
げ
て
こ
ら
れ
た
歓
び
を
社
員
で
分
か
ち
合
い
ま
し

た
。精
密
機
械
技
術
の
精
度
向
上
に
よ
っ
て
当
社
の

事
業
も
、航
空
機
や
半
導
体
の
分
野
へ
の
参
入
も
果

た
し
ま
し
た
。ま
た
当
初
は
鉄
を
相
手
に
人
の
手
に

よ
っ
て
溶
接
し
た
り
切
断
し
た
り
し
て
い
た
の
が
、

３
Ｄ
設
計
に
よ
る
加
工
の
自
動
化
が
進
み
、さ
ら
に

は
ア
ル
ミ
や
チ
タ
ン
と
い
っ
た
非
鉄
金
属
の
加
工
で
も

高
度
な
技
術
を
実
現
で
き
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
今
、将
来
に
向
け
て
注
力
し
て
い
る
の
が
、

社
内
の
Ｄ
Ｘ
化
で
す
。業
務
支
援
ソ
フ
ト
や
基
幹
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
の
業
務
の「
見
え
る
化
」や
、書

類
や
図
面
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
で
、社
内
全

体
の
業
務
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
ビ
ジ

ネ
ス
界
へ
の
普
及
が
進
ん
だ
リ
モ
ー
ト
会
議
シ
ス
テ
ム

も
、県
外
と
の
取
引
も
増
え
た
現
状
で
は
大
い
に
役

に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
付
加
価
値
の
あ
る
成
果
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
存
在

と
な
れ
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
他
社
の
追
随
を
許
さ

な
い
仕
事
に
、果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

さ
ず
書
き
込
む
。目
標
設
定
と
計
画
を
本
人
と
一
緒

に
な
っ
て
行
う
。朝
礼
時
の
１
分
間
ス
ピ
ー
チ
な
ど
で

自
ら
の
意
見
や
気
持
ち
を
表
す
習
慣
を
つ
け
さ
せ

る
。懇
親
会
な
ど
を
通
じ
て
、年
齢
の
近
い
先
輩
に
気

軽
に
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
る
。一
つ
ひ
と
つ

は
、ご
く
当
た
り
前
と
も
い
え
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
方
法
で
す
が
、相
手
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
可
能

な
限
り
継
続
し
て
い
く
姿
勢
が
何
よ
り
重
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。ま
た
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

の
実
践
企
業
と
し
て
、長
崎
県
よ
り「
Ｎ
ぴ
か
」の
認

証
も
頂
い
て
い
ま
す
。更
に
は
長
崎
県
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
登
録

制
度
に
申
請
を
し
て
お
り
、企
業
と
し
て
社
会
的
責

任
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
の
社
訓
に
も
謳
っ
て
い
ま
す
が
、〝
信
頼
さ
れ

る
人
づ
く
り
〞こ
そ
、信
頼
さ
れ
る
も
の
づ
く
り
、信

頼
さ
れ
る
会
社
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
４
月
、当
社
は
創
立
20
周
年
を
迎

え
、創
業
時
か
ら
こ
こ
ま
で
事
業
領
域
の
裾
野
を

飼
育
ケ
ー
ジ
の
洗
浄
後
に
用
い
る
ブ
ロ
ア
ー
乾
燥
機

が
そ
の
一
例
で
す
。多
く
の
飼
育
ケ
ー
ジ
が
コ
ン
ベ
ア

で
洗
浄
さ
れ
る
際
に
同
時
に
ブ
ロ
ア
ー
に
よ
る
風
圧

で
効
率
よ
く
水
分
を
飛
ば
し
、短
時
間
で
乾
燥
さ
せ

ら
れ
る
の
が
特
長
で
、そ
れ
ま
で
そ
う
し
た
設
備
は

存
在
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。地
元
の
大
学
な
ど
か

ら
そ
う
し
た
お
話
を
聞
き
、当
社
で
開
発・製
造
し
た

と
こ
ろ
、す
ぐ
に
複
数
の
研
究
機
関
で
導
入
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
理
想
的
な
会
社
経
営
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
重

要
な
こ
と
は
人
材
育
成
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。ど
の
よ

う
な
業
種
の
企
業
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る

と
思
い
ま
す
が
、と
り
わ
け
製
造
業
の
場
合
、仕
事
や

職
場
環
境
に
対
し
て
魅
力
を
感
じ
ら
れ
ず
に
若
い
世

代
が
離
れ
て
い
く
状
況
が
世
間
一
般
で
続
い
て
い
る
と

聞
き
ま
す
。私
が
考
え
る
人
材
育
成
に
必
要
な
も
の

と
は
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
徹
底
だ
と
思
い
ま
す
。

　
新
入
社
員
が
日
々
業
務
日
誌
を
書
き
、そ
の
内
容

に
対
し
て
上
長
は
コ
メ
ン
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
欠
か

躍
進
の
20
年
を
経
て

さ
ら
な
る
挑
戦
を
誓
う

出口工業 株式会社Top  I nt e r v ie w

インタビューを終えて
信
頼
さ
れ
る
会
社
に
す
る
第
一
歩
は

信
頼
さ
れ
る
人
づ
く
り

左底工場にて。最前列左2人目から出口
せい こ 
清子常務、出口雄一郎社長、山川頭取、今泉支店長（十八親和銀行）

　
２
０
０
７
年
に
個
人
経
営
か
ら
法
人
化
を
果
た

し
、出
口
工
業
株
式
会
社
を
設
立
。当
時
特
定
労
働

者
派
遣
の
認
可
を
取
得
し
て
派
遣
業
も
開
始
し
ま

し
た
。さ
ら
に
そ
の
後
も
工
場
を
拡
大
し
つ
つ
、設
計・

施
工
業
務
や
塗
装
業
務
ま
で
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
て
２
０
１
０
年
に
は
、日
並
工
場
を
開
設

し
て
、さ
ら
な
る
製
造
能
力
の
増
強
と
営
業
・
生
産

管
理
体
制
の
強
化
を
図
り
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
が
事
業
を
拡
大
し
て
き
た
中
で
大
き
な
転

換
点
と
い
え
る
の
は
、３
Ｄ‐Ｃ
Ａ
Ｄ
を
導
入
し
て
精

密
機
械
の
設
計
か
ら
加
工
ま
で
事
業
の
幅
を
広
げ
ら

れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。当
社
は
精
密
機
械
の

設
計
か
ら
製
造
、施
工
・
据
付
ま
で
社
内
で
一
元
管

理
し
な
が
ら
業
務
を
進
め
ら
れ
る
の
が
強
み
で
す

が
、そ
れ
は
つ
ま
り
、設
計
、製
缶
・
板
金
、配
管
、精

密
機
械
加
工
、組
立
、塗
装
の
各
技
術
を
た
だ
有
し

て
い
る
だ
け
で
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
で
高
い
専
門

性
を
発
揮
し
つ
つ
、個
々
の
分
野
の
技
術
を
有
機
的

に
連
動
さ
せ
ら
れ
る
利
点
が
あ
る
の
で
す
。

　
当
社
が
取
り
扱
う
製
品
は
、タ
ン
ク
、配
管
、ダ
ク

ト
、制
御
盤
、機
械
部
品
と
い
っ
た
、個
人
の
日
常
生

活
で
は
目
に
す
る
こ
と
の
少
な
い
製
品
を
中
心
に
手

が
け
て
い
ま
す
が
、そ
う
し
た
製
品
も
、車
両
用
空
調

装
置
、ビ
ル
用
空
調
装
置
、鉄
道
の
ホ
ー
ム
ド
ア
装
置

な
ど
、身
近
な
最
終
製
品
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
今
後
当
社
を
ど
の
よ
う
な
会
社
に
し
た
い
か

と
い
う
と
、ひ
と
言
で
い
え
ば「
世
の
中
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
会
社
」で
す
。多
く
の
人
の
暮
ら
し
に
必
要

と
さ
れ
、社
会
に
求
め
ら
れ
る
会
社
と
い
う
の
は
、世

の
中
の
役
に
立
つ
、な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

当
社
は
こ
れ
ま
で
役
に
立
つ
会
社
に
な
る
た
め
に
、単

な
る
製
造
業
で
は
な
く
、設
計
段
階
か
ら
も
の
づ
く

り
に
関
わ
っ
て
、提
案
型
の
営
業
が
で
き
る
会
社
と
し

て
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。お
客
様
の
お
困
り

事
な
ど
、ニ
ー
ズ
を
捉
え
て
最
適
な
も
の
づ
く
り
で
課

題
解
決
に
貢
献
す
る
、こ
れ
が
ね
ら
い
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
当
社
で
は
２
０
１
１
年
か
ら
自
社

製
品
の
開
発
と
製
造
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。大

学
の
研
究
施
設
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
実
験
動
物
用

　
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
の
各
種
配
管
・
製
缶
・
精
密
機

械
加
工
を
得
意
と
し
、設
計
か
ら
製
造・加
工・据
付

ま
で
の
一
貫
体
制
を
敷
く
当
社
の
創
業
は
２
０
０
１

年
。大
型
フ
ェ
リ
ー
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
っ
た
父
親
の

影
響
を
受
け
た
の
か
、子
ど
も
の
頃
か
ら
機
械
い
じ

り
が
好
き
で
、自
身
の
自
転
車
な
ど
を
ば
ら
し
て
遊

ぶ
よ
う
な
幼
少
時
代
を
過
ご
し
、地
元
の
高
校
を
卒

業
し
た
後
は
、親
の
敷
い
た
レ
ー
ル
を
進
む
こ
と
を

拒
み
、知
り
合
い
の
伝
手
を
頼
っ
て
関
東
へ
。溶
接
工

の
見
習
い
と
し
て
技
術
を
習
得
す
る
毎
日
で
生
計
を

た
て
て
い
ま
し
た
が
、25
歳
の
時
に
地
元
の
長
崎
に
戻

り
、30
歳
で
溶
接
加
工
の
仕
事
を
個
人
事
業
と
し
て

開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
長
崎
は
造
船
や
電
機
機
械
器
具
製
造
関
係

の
仕
事
が
多
い
土
地
柄
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、そ
の

分
野
を
中
心
に
、発
電
所
や
プ
ラ
ン
ト
な
ど
で
溶
接

技
術
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、人
の
縁
を
得
て
少

し
ず
つ
仕
事
が
増
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、信
頼
を

重
ね
た
結
果
、溶
接
技
術
に
加
え
て
製
缶
や
配
管
業

務
な
ど
も
請
け
負
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
製
造
業
の
現
場
の
視
点
で
見
る
と
、あ
る
事
業
だ

け
に
特
化
し
た
企
業
が
営
業
を
し
た
場
合
、受
注
で

き
る
か
ど
う
か
は
ど
う
し
て
も
価
格
競
争
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。た
と
え
受
注
で
き
た
と
し
て
も
、受
注

金
額
の
叩
き
合
い
で
利
益
は
ほ
と
ん
ど
出
な
い
こ
と

で
し
ょ
う
。そ
こ
で
当
社
は
、他
社
と
比
較
で
き
な
い

仕
事
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
の
で
す
。も
ち
ろ
ん
、付

加
価
値
の
あ
る
仕
事
を
提
供
す
る
に
は
、そ
の
分
、高

度
な
技
術
力
と
最
新
鋭
の
設
備
の
両
方
を
揃
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、長
崎
県
の
も
の
づ
く
り
補
助

金
や
十
八
親
和
銀
行
の
協
力
な
ど
を
得
な
が
ら
、生

産
体
制
を
強
化
し
て
、日
々
お
客
様
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
し
て
い
ま
す
。

十八親和銀行　取締役頭取　山川 信彦

　ここ長崎の地で溶接技術を提供する個人事業から出発されたのち、委託
企業からの信頼と実績を積み重ね、この20年で事業の内容はより小型化・精密
化されましたが、業績を大きく伸ばされました。金属製品や精密機械の設計から
製造、施工まで社内一貫体制を整えられ、その強みを活かして、地元企業はもと
より幅広い分野の製造業に対して、精度の高い製品を供給されています。
　創業20年を迎え、最新鋭の設備を導入して生産体制のさらなる拡充および
作業環境改善にも取り組まれています。これからもお客様からの信頼に応える
パートナーとして、さらに発展されることを祈念いたします。
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